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寄
付
に
つ
い
て
の
ご
報
告
と
お
願
い
 

　
本
学
は
四
月
一
日
付
け
で
新
学
長
と
し
て

大
友
邦
（
お
お
と
も
・
く
に
）
学
長
を
迎
え
、

新
た
な
体
制
の
も
と
医
療
人
育
成
の
教
育
を

推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 　
北
島
政
樹
前
学
長
は
、
二
〇
〇
七
年
に
国
際

医
療
福
祉
大
学
副
学
長
・
三
田
病
院
長
に
就
任

さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
七
月
よ
り
六
年
八
か
月
に

わ
た
っ
て
学
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

本
学
の
教
育
の
特
長
で
あ
る
関
連
職
種
連
携
教

育
の
確
立
や
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
、
幸
齢
者
ス
ク

ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
公
開
講
座
の
定
着
化
、

一
五
の
国
・
地
域
に
わ
た
る
約
二
〇
の
大
学
・

医
療
機
関
と
の
協
定
締
結
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
推
進
、
さ
ら
に
、
今
春
開
設
し
た
成
田
キ

ャ
ン
パ
ス
の
設
置
準
備
や
成
田
市
と
共
同
で
提

案
し
た
東
京
圏
国
家
戦
略
特
区
「
国
際
医
療
学

園
都
市
構
想
」
、
お
よ
び
来
春
新
設
予
定
の
医

学
部
に
向
け
て
の
準
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
教

育
面
で
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
多
大
な
ご
功
績
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
北
島
前
学
長
は

国
際
医
療
福
祉
大
学
副
理
事
長
、
お
よ
び
名
誉

学
長
に
就
任
い
た
し
ま
す
。
 

 　
大
友
邦
学
長
は
一
九
五
四
年
、
横
浜
で
生
ま

れ
、
青
山
学
院
初
等
部
、
東
京
教
育
大
学
附
属

駒
場
中
・
高
等
学
校
、
東
京
大
学
医
学
部
を
卒

業
。
一
九
九
八
年
に
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
・
放
射
線
診
断
学
教
授
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
日

本
医
学
放
射
線
学
会
理
事
長
を
務
め
、
第
七
〇

回
、
第
七
四
回
日
本
医
学
放
射
線
学
会
総
会
で

会
長
を
二
度
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
の
放
射

線
医
学
に
お
け
る
第
一
人
者
と
し
て
、
消
化
器

領
域
疾
患
に
お
け
る
画
像
所
見
の
病
理
的
背
景

の
解
明
と
肝
細
胞
癌
に
対
す
る
経
カ
テ
ー
テ
ル

的
治
療
の
技
術
的
改
良
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

生
体
情
報
の
可
視
化
の
た
め
の
先
進
的
ソ
フ
ト

開
発
で
は
二
〇
〇
七
年
度
ベ
ル
ツ
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
放
射
線
科
専
門
医
制
度
の

整
備
や
日
本
医
学
放
射
線
学
会
英
文
誌
の
創
設

を
通
じ
、
放
射
線
医
学
の
診
療
・
教
育
・
研
究

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
 

 　
国
際
医
療
福
祉
大
学
は
一
九
九
五
年
の
開

学
以
来
、
〝
病
気
や
障
害
を
持
つ
人
も
健
常

な
人
も
、
お
互
い
を
認
め
合
っ
て
暮
ら
せ
る
「
共

に
生
き
る
社
会
」
の
実
現
〞
を
め
ざ
し
、
三

つ
の
基
本
理
念
と
七
つ
の
教
育
理
念
を
掲
げ

て
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
昨
年
創
立
二
〇
周
年
を
迎
え
、
現

在
は
大
田
原
市
の
ほ
か
今
春
開
設
い
た
し
ま

し
た
千
葉
県
成
田
市
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
、

福
岡
県
福
岡
市
と
大
川
市
の
五
キ
ャ
ン
パ
ス

八
学
部
二
一
学
科
に
、
大
学
院
を
含
め
ま
す

と
約
七
五
〇
〇
人
の
学
生
が
学
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
育
成
し
た
約
一
九
〇
〇
〇
人
の

卒
業
生
は
全
国
の
医
療
福
祉
の
現
場
で
活
躍

し
て
お
り
ま
す
。
 

　
現
在
の
医
療
福
祉
の
現
場
に
お
い
て
は
、「
チ

ー
ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
」
が
不
可
欠
で
す
。

本
学
は
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
で
あ
る
利
点
を

生
か
し
、
開
学
以
来
「
関
連
職
種
連
携
教
育

Ｉ
Ｐ
Ｅ（Interprofessional E

ducation

）」を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
が
学
部
・

学
科
を
横
断
し
た
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
臨
床

実
習
ま
で
臨
む
点
が
大
き
な
特
長
で
す
。
在

学
中
に
「
チ
ー
ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
」
を

体
験
で
き
る
本
学
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、

一
年
次
か
ら
四
年
次
ま
で
体
系
化
さ
れ
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
じ
て
「
チ
ー
ム
医
療
・
チ

ー
ム
ケ
ア
」
の
考
え
方
や
ス
キ
ル
を
修
得
し
、

国
際
的
な
現
場
で
求
め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。
こ
れ
は

附
属
病
院
を
は
じ
め
充
実
し
た
関
連
施
設
を

多
数
持
ち
、
複
数
の
学
科
が
同
じ
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
学
ぶ
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
だ
か
ら

こ
そ
可
能
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
し
ょ
う
。
 

　
医
療
福
祉
専
門
職
を
め
ざ
す
学
生
た
ち
が

質
の
高
い
「
チ
ー
ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
」

を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
教
育
ス
タ
ッ
フ
と

教
育
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
学
は
職
能
団
体
や
学
会
の
ト
ッ
プ
を
務
め

た
各
分
野
の
第
一
人
者
を
教
育
陣
に
揃
え
、

バ
ー
チ
ャ
ル
解
剖
実
習
シ
ス
テ
ム
な
ど
先
進

の
教
育
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
た
先
駆
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
教
育
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
複
数
の
医
療
福
祉
施
設

が
併
設
さ
れ
、
学
生
が
日
常
生
活
の
中
で
高

齢
者
や
障
害
を
持
つ
方
々
と
触
れ
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
然
に
慈
恵
の
心
が
培
わ
れ
る

教
育
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
早

期
か
ら
現
場
を
体
験
す
る
教
育
を
重
視
し
、

附
属
病
院
と
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
い

う
位
置
づ
け
の
多
く
の
関
連
施
設
で
、
教
員

と
実
習
現
場
が
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
充
実

し
た
臨
床
実
習
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
施
設
は
互
い
に
連
携
し
、
本
学
の
充

実
し
た
教
育
・
研
究
体
制
を
支
え
て
お
り
ま

す
が
、
他
に
類
を
見
な
い
特
長
の
ひ
と
つ
が

四
つ
の
附
属
病
院
を
擁
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

栃
木
県
の
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
・
塩
谷

病
院
、
東
京
都
の
三
田
病
院
、
静
岡
県
の
熱

海
病
院
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
臨
床
の
特
色
を
生

か
し
な
が
ら
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
院
で
は
豊
富
な
臨
床
経
験
を
持

つ
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
き
め
の
細
か
い
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
則
り
、
確
か
な
医
療
技
術
と
人
間

性
を
併
せ
持
っ
た
専
門
職
を
養
成
す
る
た
め

学
生
の
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ら
の
病
院
で
は
各
診
療
科
の
縦

割
り
を
廃
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
診
療
科
や
ス
タ

ッ
フ
が
横
断
的
に
連
携
し
合
う
「
チ
ー
ム
医
療
」

を
実
践
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
学
生
た
ち

に
と
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

他
の
専
門
職
と
の
共
同
作
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・

知
識
を
自
然
に
学
べ
る
絶
好
の
教
育
環
境
で
す
。

こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
学
生
た
ち
は

医
療
福
祉
専
門
職
と
し
て
の
高
度
な
ス
キ
ル

と
知
識
を
学
び
、
結
果
的
に
国
家
試
験
で
も

高
い
合
格
率
を
上
げ
、
多
く
の
求
人
を
い
た

だ
く
こ
と
で
、
一
〇
〇
％
と
い
う
就
職
率
に

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
 

　
今
春
開
設
し
た
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

国
際
医
療
協
力
に
も
貢
献
で
き
る
グ
ロ
ー
バ

ル
な
人
材
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
特
長

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
国
際
的
に
通
用
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
く
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
重
点
を
置
き
、
海
外
の
提
携
医
療
機

関
で
各
国
の
医
療
事
情
の
実
態
を
学
ぶ
科
目

を
全
学
生
必
修
に
し
、
英
・
独
・
仏
・
西
・
中
・

韓
・
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
・
ビ
ル
マ
語
な
ど
九

か
国
語
の
語
学
の
授
業
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
教
員
に
は
長
年
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
で
国
際
協
力
に
尽
力
し
て
き
た
人
材
な
ど
、

海
外
経
験
が
豊
富
で
優
れ
た
国
際
感
覚
を
持

っ
た
人
材
を
数
多
く
迎
え
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
二
〇
一
七
年
四
月
に
は
、
同
じ
く

成
田
市
に
医
学
部
の
新
設
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
昨
年
一
一
月
に
政
府
の
国
家
戦
略
特

区
諮
問
会
議
で
、
本
学
が
医
学
部
を
新
設
す

る
計
画
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
国
際
性
を
重

視
し
な
が
ら
、
診
療
参
加
型
の
臨
床
実
習
を

二
年
以
上
行
う
な
ど
世
界
の
標
準
を
上
回
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
医
学
教
育
を
実
現
し
、

高
い
診
療
能
力
と
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
た
国
際
的
な
人
材

育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
二
〇
二
〇

年
に
は
近
隣
の
畑
ヶ
田
地
区
に
六
〇
〇
床
規

模
の
附
属
病
院
と
最
先
端
の
医
療
機
器
を
整

備
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な

ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

　
最
後
に
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
し
、
生
涯
に
わ
た
る
職
業

の
基
礎
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
さ
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
私
た
ち
教
職
員
一
同
も
精
一
杯
努
力

し
て
皆
さ
ん
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
卒
業
後
に
社
会
に
出
ら

れ
た
と
き
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
を
選
ん
で

よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
こ
れ
に

ま
さ
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 Message f r om the President

大
友
邦

大
友
邦
学
長
学
長
 ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ
 

大
友
邦
学
長
 ご
あ
い
さ
つ
 

　
日
本
初
の
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
と
し
て

開
学
し
た
本
学
は
昨
年
、創
立
二
○
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
今
年
四
月
に
は
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
設
し
、一
年
後
に
は
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
医
学

部
を
新
設
す
る
計
画
で
す
。二
○
一
八
年
に
は

都
心
の
赤
坂
に
大
学
院
と
新
し
い
学
部
の
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
設
す
る
計
画
も
あ
り
ま
す
。
既
存
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
、設

備
・
備
品
の
更
新
も
進
め
て
い
ま
す
。
本
学
が
教

育
・
研
究
の
た
め
の
環
境
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、

新
た
な
発
展
を
し
て
い
く
た
め
に
、昨
年
一
二

月
か
ら
「
創
立
二
○
周
年
記
念
 

教
育
充
実
募

金
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
募
金
に
、四
月
八
日
現
在
で
五
一
二
件
、

総
額
二
三
七
四
万
五
千
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、▼
学
生
・
保
護
者
一
七
七

件
・
計
三
○
五
万
円
、▼
卒
業
生
九
件
・
計
一
一

万
円
、▼
教
職
員
三
○
七
件
・
計
二
○
三
二
万
五

千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す（
教
職
員
の
中
に
卒

業
生
が
含
ま
れ
る
た
め
、実
際
の
卒
業
生
の
ご

寄
付
は
こ
の
数
字
よ
り
多
い
と
見
ら
れ
ま
す
）。

多
く
の
方
々
に
よ
る
ご
支
援
に
事
務
局
と
し
て

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
こ
の
創
立
二
○
周
年
記
念
の
募
金
は
来
年

五
月
末
ま
で
続
け
ま
す
の
で
、引
き
続
き
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、並
行
し
て
「
医
学
部
新
設
事
業
募
金
」

も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
募
金
の
手
続

き
や
優
遇
税
制
、問
い
合
わ
せ
先
に
つ
い
て
は

大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。
 

（http://w
w
w
.iuhw

.ac.jp/about/shien/ind

ex.htm
l

） 
（
東
京
事
務
所
　
総
務
企
画
部
） 

＝
 



平
成
二
七
年
度
学
部
卒
業
生
・
大
学
院
修
了
生
概
要
 

■
学
部
卒
業
者
　

合
計
　
　
　
　
1
3
4
6
名
 

保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
５
8
0
名
 

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
 

1
1
6
名
 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
1
0
6
名
 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
 

9
7
名
 

●
 

言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　
　
 

9
7
名
 

●
 

視
機
能
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
 

4
8
名
 

●
 

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
　
　
 

1
1
6
名
 

医
療
福
祉
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
1
7
7
名
 

●
 

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　

1
7
7
名
 

薬
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
5
名
 

●
 

薬
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
5
名
 

小
田
原
保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
1
5
5
名
 

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

6
0
名
 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
4
8
名
 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
 

4
7
名
 

福
岡
看
護
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
 
 

9
9
名
 

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

9
9
名
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
1
8
0
名
 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
 

9
5
名
 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
 

4
7
名
 

●
 

言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
 

3
8
名
 

■
大
学
院
修
了
者
　

合
計
　
　
　
　
2
5
6
名
 

修
士
課
程
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
2
1
6
名
 

医
療
福
祉
学
研
究
科
　

合
計
　
　
　
2
1
4
名
 

●
 

保
健
医
療
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
 

1
4
0
名
 

●
 

医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
　
　
　
　
　
 

5
1
名
 

●
 

臨
床
心
理
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
 

2
3
名
 

薬
科
学
研
究
科
　

合
計
　
　
　
 

　
2
名
 

●
 

生
命
薬
科
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
 
　
 

2
名
 

博
士
課
程
　

合
計
　
　
　
　
　
　
 
　
4
0
名
 

医
療
福
祉
学
研
究
科
　

合
計
　
　
 
　
 

3
5
名
 

●
 

保
健
医
療
学
専
攻
　
　
　
　
 
　
 

3
5
名
 

（
論
文
博
士
乙
種
合
格
者
　
１
名
含
む
）
 

薬
学
研
究
科
　

合
計
　
　

　
　
　
　
　
　
　
5
名
 

●
 

医
療
・
生
命
薬
学
専
攻
　
　
　
　
　
 

5
名
 

■
卒
業
す
る
留
学
生
 

保
健
医
療
学
部
 
看
護
学
科
 

 

●
 

ゲ
レ
ル
ツ
ォ
ク
ト 

ア
リ
ウ
ン
バ
ヤ
ル
＝
モ
ン
ゴ
ル
 

 

●
 

李 

虔
和
（
リ 

ケ
ン
ワ
）
＝
中
国
 

 

●
 

黄 

詩
洋
（
コ
ウ 

シ
ヨ
ウ
）
＝
中
国
 

保
健
医
療
学
部
 
理
学
療
法
学
科
 

 

●
 

キ
ム 

ソ
ン
ギ
ョ
ン
＝
韓
国
 

 

●
 

雷 

梦
（
ラ
イ 

ム
）
＝
中
国
 

医
療
福
祉
学
部
 
医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
 

 

●
 

ア
ル
ド 

サ
ン
ド
ゥ
イ
＝
モ
ン
ゴ
ル
 

小
田
原
保
健
医
療
学
部
 
看
護
学
科
 

 

●
 

朴 

彦
柱
（
パ
ク 

オ
ン
ジ
ュ
）
＝
韓
国
 

福
岡
看
護
学
部
 
看
護
学
科
 

 

●
 

唐 

美
玲
（
ト
ウ 

ミ
レ
イ
）
＝
中
国
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 
理
学
療
法
学
科
 

 

●
 

劉 

振
（
リ
ュ
ウ 

シ
ン
）
＝
中
国
 

 

●
 

鄭 

飛
（
テ
イ 

ヒ
）
＝
中
国
 

■
修
了
す
る
留
学
生
（
修
士
課
程
）
 

理
学
療
法
学
分
野
 

 

●
 

尹 

（
イ
ン 

ロ
）
＝
中
国
 

 

●
 

ピ
ョ
ー 

パ 

パ 

ミ
ン
＝
ミ
ャ
ン
マ
ー
 

作
業
療
法
学
分
野
 

 

●
 

ヤ
ミ
ン 

エ
イ
＝
ミ
ャ
ン
マ
ー
 

 

●
 

ジ
ョ
ン 

ア
ル
ム
＝
韓
国 

医
療
福
祉
国
際
協
力
学
分
野
 

 

●
 

ワ
イ
ン 

パ 

サ
ン
ダ
ー
＝
ミ
ャ
ン
マ
ー
 

生
命
薬
学
分
野
 

 

●
 

ワ
ッ
タ
ナ
カ
モ
ル
ク
ル 

キ
ッ
テ
ィ
マ
＝
タ
イ 

医
療
経
営
管
理
分
野 

 

●
 

李 

光
輝
（
リ 

コ
ウ
キ
）
＝
中
国 

診
療
情
報
ア
ナ
リ
ス
ト
養
成
分
野 

 

●
 

ケ
オ
マ
ニ
ー 

パ
ロ
マ
＝
ラ
オ
ス 

放
射
線
・
情
報
科
学
分
野 

 

●
 

ア
ヌ
グ
ラ
デ
ウ
ィ 

タ
ニ
ヤ
＝
イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

■
修
了
す
る
留
学
生
（
博
士
課
程
）
 

医
療
福
祉
国
際
協
力
学
分
野
 

 

●
 

ア
ウ
ン 

テ
ィ
ハ
＝
ミ
ャ
ン
マ
ー
 

作
業
療
法
学
分
野
 

 

●
 

黄 

富
表
（
コ
ウ 

フ
ビ
ョ
ウ
）
＝
中
国
 

医
療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
分
野
 

 

●
 

ク
ー
ロ
ワ 

ナ
ズ
グ
リ
＝
キ
ル
ギ
ス
 

医
療
福
祉
経
営
学
分
野（
論
文
未
提
出
 

満
了
） 

 

●
 

田 

蘭
寧
（
デ
ン 

ラ
ン
ネ
イ
）
＝
ア
メ
リ
カ
 

医
療
福
祉
経
営
学
分
野（
論
文
未
提
出
 

満
了
） 

 

●
 

李 

泓
達
（
リ 

オ
ウ
タ
ツ
）
＝
中
国 

●合唱部のリードによる校歌斉唱 
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Congratulatory message

天
野
　

隆
弘
 

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年
。本
日
こ
う
し
て
、

み
な
さ
ん
の
ご
卒
業
を
お
祝
い
で
き
る
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。ま
た
、今
日
ま
で
ご
支

援
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
ご
両
親
、ご
家
族
の
み
な
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、お
慶
び
の
こ

と
と
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
本
学
は
、病
め

る
人
も
、障
害
を

持
つ
人
も
、健
常
な
人
も
、互
い
を
認
め
合
っ
て
暮

ら
せ
る「
共
に
生
き
る
社
会
」の
実
現
を
め
ざ
す

こ
と
を
建
学
の
精
神
に
掲
げ
、一
九
九
五
年
、我

が
国
初
の
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
と
し
て
開
学

し
ま
し
た
。昨
今
、文
系
大
卒
生
の
就
職
状
況
が

厳
し
く
な
る
な
か
、本
学
へ
の
求
人
数
は
卒
業
生

一
人
あ
た
り
一
〇
一
人
、就
職
率
は
ほ
ぼ
一
〇

〇
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
は
み
な
さ
ん
の

先
輩
が
医
療
福
祉
の
現
場
で
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
証
で
あ
り
、み
な
さ
ん
は
今
後
そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
で
こ
れ
を
大
き
な
励
み
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
国
際
的
な
医
療
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
た
医

学
部
の
開
設
計
画
を
は
じ
め
、本
学
は
国
際
化

に
向
け
て
、国
内
外
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
展
開

を
加
速
し
て
お
り
ま
す
。本
日
の
卒
業
生
・
修
了

生
の
み
な
さ
ん
は
、本
学
で
学
ん
だ
技
術
と
知
識

を
大
い
に
活
用
さ
れ
、医
療
福
祉
の
先
導
者
と
な

る
べ
く
、「
自
ら
考
え
、自
ら
行
動
す
る
」豊
か
な

人
間
性
を
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

　
人
生
で
最
も
多

感
な
青
春
の
時
期

を
過
ご
し
た
大
田

原
で
の
生
活
は
い
か

が
で
し
た
か
。多
く

の
出
会
い
、多
く
の

感
激
が
詰
ま
っ
た
充
実
し
た
学
生
生
活
で
あ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。 

　
今
日
、「
福
祉
の
ま
ち
・
大
田
原
」が
実
現
し
ま
し

た
の
は
、貴
大
学
の
先
生
方
や
学
生
の
み
な
さ
ん
の

ご
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
り
ま
す
。み
な
さ

ん
が
市
内
各
地
で
行
っ
て
き
た
数
々
の
活
動
、す
な

わ
ち
、ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー
で
の
お
年
寄
り
と
の
交

流
、子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
、絵
本
の
点
訳
、障
害

児
・
障
害
者
と
の
交
流
、手
話
活
動
、献
血
へ
の
呼
び

か
け
、与
一
ま
つ
り
へ
の
参
加
、大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大

会
で
の
選
手
の
出
迎
え
や
沿
道
で
の
応
援
、河
川
な

ど
の
清
掃
奉
仕
な
ど
は
大
田
原
市
に
大
き
な
活
力

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
旧
、復
興
に
際
し
て
学
生
の
み
な
さ
ん
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
大
き
な
力
を
い
た
だ
い
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
く
、私
の
市
政
運
営
の
目
標
で

あ
る「
知
恵
と
愛
の
あ
る
協
働
互
敬
の
ま
ち
づ
く

り
」の
よ
い
お
手
本
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
貴
大
学
の
卒
業
生
が
全
国
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、大
田
原
の
知
名
度
も
向
上
し
て
お
り
、感

謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。大
田
原
の
地
で
培
っ
た
知
識
、

経
験
を
糧
に
、医
療
福
祉
分
野
の
一
翼
を
担
い
、人
々

の
幸
せ
の
た
め
に
志
を
全
う
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
本
日
卒
業
ま

た
は
修
了
さ
れ

る
み
な
さ
ん
に
、

現
在
、医
療
と
向

き
合
う
上
で
誰

も
が
指
針
と
し

て
意
識
す
べ
きM

edical Professionalism

と
い
う
こ
と
ば
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

　
ギ
リ
シ
ャ
神
殿
に
た
と
え
ま
す
と
、屋
根
の
上

にM
edical Professionalism

が
載
り
、そ
れ
を

四
本
の
柱
が
支
え
、さ
ら
に
こ
れ
を
三
段
の
土
台

が
支
え
て
お
り
ま
す
。土
台
の
一
番
下
は
、今
日

ま
で
学
ん
で
き
た
知
識
や
技
能
、二
段
目
は
、患

者
様
や
ご
家
族
、さ
ら
に
は
ほ
か
の
専
門
職
と
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、三
段
目
は
、倫
理
と
、医
療
や

一
般
の
法
律
に
関
す
る
理
解
、遵
守
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
土
台
の
上
に
四
本
の
柱
が
立
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は「excellence

」で
、卓
越
性
、す
な

わ
ち
、現
在
身
に
つ
け
て
い
る
知
識
の
向
上
で
あ

り
、医
療
の
世
界
で
は
、絶
え
ず
磨
き
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。二
つ
目
は「hum

anism

」で
、

患
者
様
や
ご
家
族
に
対
す
る
思
い
や
り
、つ
ま
り
、

人
の
道
で
あ
り
ま
す
。三
つ
目
は「accountab-

ility
」（
説
明
義
務
）で
、患
者
様
や
ご
家
族
、社

会
に
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
説
明
し
て
了
解
を
得

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。四
つ
目
は「patient  first

」

で
、常
に
患
者
様
や
ご
家
族
を
第
一
に
考
え
た
行

動
が
と
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
を
胸
に
、み
な
さ
ん
が
医
療
人
と
し
て
の

道
を
歩
ま
れ
る
こ
と
を
念
じ
て
お
り
ま
す
。 

北
島
　

政
樹
 

学
長
式
辞
（
抜
粋
）
 

津
久
井
　

富
雄
様
 

大
田
原
市
長
祝
辞
（
抜
粋
） 

大
学
院
長
式
辞
（
抜
粋
）
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三
月
九
日
、大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の「
平
成
二

七
年
度
学
位
記
授
与
式
」を
行
っ
た
。 

　
校
歌
斉
唱
に
続
き
、北
島
政
樹
学
長
か
ら

学
部
卒
業
生
総
代
の
赤
羽
根
好
乃
さ
ん（
言

語
聴
覚
学
科
）へ
、天
野
隆
弘
大
学
院
長
か
ら

修
了
生
総
代
の
川
村
真
由
美
さ
ん（
博
士
課

程
・
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発
分
野
）

へ
、そ
れ
ぞ
れ
学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。さ
ら

に
、各
学
科
の
学
業
最
優
秀
者
に「
学
長
賞
」

が
、博
士
課
程
・
修
士
課
程
の
研
究
業
績
優
秀

者
に「
大
学
院
長
賞
」が
授
与
さ
れ
た
。 

　
北
島
学
長
、天
野
大
学
院
長
の
式
辞
に
続

き
、来
賓
の
大
田
原
市
長
・
津
久
井
富
雄
様
、

栃
木
県
知
事
代
理
・
冨
田
哲
夫
様
が
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
た
。ま
た
、祝
電
披
露
で
は
、学
生
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
継
続
的
に
訪
れ
て
い
る
郡
山

市
内
の
仮
設
住
宅

に
住
む
富
岡
町
の

方
々
か
ら
の
お
祝

い
の
言
葉
が
読
み

上
げ
ら
れ
た
。 

　
総
代
に
よ
る「
卒

業
生
謝
辞
」、「
修

了
生
謝
辞
」に
続
き
、

高
柳
美
里
さ
ん（
言

語
聴
覚
学
科
）の「
卒

業
記
念
品
贈
呈
」
を
も
っ
て
閉
式
。そ
の
後
は

そ
れ
ぞ
れ「
学
科
別（
大
学
院
）学
位
記
伝
達

式
」に
臨
ん
だ
。 

 

【
博
士
課
程
修
了
者（
論
文
博
士
を
含
む
）】 

（
論
文
タ
イ
ト
ル
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
 

・
西
村 

和
美
（
看
護
学
分
野
）
 

　「
中
高
年
女
性
の
尿
失
禁
の
実
態
と
看
護
支
援
の
あ

り
方
の
検
討
」 

・
相
川 

倫
（
言
語
聴
覚
分
野
）
 

　「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
お
け
る
潜
在
記
憶

単
語
完

成
課
題
の
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
効
果
か
ら
の
検
討
」 

・
秋
吉 

直
樹
（
福
祉
支
援
工
学
分
野
）
 

　「
後
方
へ
の
方
向
転
換
動
作
に
お
け
る
先
行
随
伴
性

姿
勢
調
節
の
若
年
者
と
高
齢
者
の
比
較
」 

・
天
野 

雅
美
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開

発
研
究
分
野
）
 

　「
病
院
に
お
け
る
医
療
職
間
で
の
暴
言
に
関
す
る
研

究
　
―
看
護
職
に
視
点
を
あ
て
て
―
」
 

・
礒 

玲
子
（
医
療
福
祉
学
分
野
）
 

　「
高
齢
者
医
療
介
護
に
お
け
る
職
種
・
機
関
間「
連

携
」の
現
状
と
課
題
　
―
病
院
か
ら
在
宅
へ
の
移
行
時

を
中
心
と
し
た
検
討
―
」 

・
伊
藤 

忠
（
理
学
療
法
学
分
野
）
 

　「
慢
性
腰
痛
を
有
す
る
高
齢
者
へ
の
固
有
感
覚
に
対

す
る
局
所
振
動
刺
激
時
の
姿
勢
動
揺
に
関
す
る
研
究
」 

・
岩
清
水 

伴
美
（
看
護
学
分
野
）
 

　「
保
健
師
に
よ
る
乳
幼
児
虐
待
ハ
イ
リ
ス
ク
家
庭
へ
の

チ
ー
ム
ケ
ア
能
力
向
上
の
た
め
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
」 

・
生
方 

瞳
（
理
学
療
法
学
分
野
）
 

　「
腹
圧
性
尿
失
禁
患
者
に
対
す
る
イ
ン
ナ
ー
ユ
ニッ
ト

機
能
を
用
い
た
新
た
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
開
発
と

介
入
効
果
」 

・
及
川 

真
人
（
理
学
療
法
学
分
野
）
 

　「
都
市
部
在
住
脳
卒
中
片
麻
痺
者
の
生
活
空
間
に

影
響
を
及
ぼ
す
要
因
」 

・
大
石 

斐
子
（
言
語
聴
覚
分
野
）
 

　「
失
語
症
者
の
文
産
生
に
語
用
論
的
要
因
が
及
ぼ
す

影
響
　
―
発
話
の
視
点
か
ら
の
検
討
―
」 

・
金
子 

千
香
（
理
学
療
法
学
分
野
）
 

　「
理
学
療
法
学
科
に
お
け
る
早
期
退
学
予
防
対
策

を
め
ざ
し
て
　
―
1
年
生
を
対
象
と
し
た
大
学
生
活

不
安
尺
度
調
査
よ
り
―
」 

・
川
村 

真
由
美
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

開
発
研
究
分
野
）
 

　「
シ
ン
グ
ル
介
護
の
危
機
的
状
況
お
よ
び
危
機
促
進
・

回
避
要
因
の
検
討
　
―
有
効
的
な
支
援
に
向
け
て
―
」 

・
木
下 

勝
範
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開

発
研
究
分
野
）
 

　「
中
・
高
年
者
に
対
す
る
運
動
習
慣
を
目
指
し
た
神

楽
体
操
の
試
行
と
そ
の
効
果
」
 

・K
U
LO
V
A
 N
A
Z
G
U
L

（
医
療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
分
野
）
 

　「
青
少
年
の
自
殺
予
防
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
に
関
す

る
研
究
　
―
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
と
日
本
の
対
比
―
」 

・
栗
原 

靖
（
福
祉
支
援
工
学
分
野
）
 

　「
ラ
ン
ニ
ン
グ
動
作
に
お
け
る
ア
キ
レ
ス
腱
伸
張
負
荷

を
推
察
す
る
た
め
の
指
標
の
検
討
」 

・
黄 

富
表
（
作
業
療
法
学
分
野
）
 

　「
注
意
機
能
障
害
と
前
頭
前
野
脳
血
流
動
態
に
関

す
る
研
究
　
―C

ontinious Perform
ance Test

と

N
IRS

を
用
い
た
検
討
―
」 

・
鈴
木 

祐
子
（
医
療
福
祉
学
分
野
）
 

　「
開
業
助
産
師
に
よ
る
育
児
力
を
高
め
る
支
援
」 

・
田
頭 

勝
之
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開

発
研
究
分
野
）
 

　「
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
乗
降
動
作
に
関
す
る
研
究
」 

・A
U
N
G
 T
H
IH
A

（
医
療
福
祉
国
際
協
力
学
分
野
）
 

　「D
ifferential E

xpression of Survivin 
in M

am
m
ary G

land D
iseases

」 

・
長
谷
川 

哲
也
（
理
学
療
法
学
分
野
）
 

　「
立
位
に
お
け
る
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
お
よ
び
腰
部
へ
の
力

学
的
負
荷
が
腰
痛
の
有
訴
に
与
え
る
影
響
」 

・
安
田 

菜
穂
（
言
語
聴
覚
分
野
）
 

　「
失
語
症
患
者
の
文
産
生
に
お
け
る
統
語
処
理
　
―

非
流
暢
性
失
語
と
流
暢
性
失
語
の
比
較
―
」 

・
山
本 

潤
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
分
野
）
 

　「
前
開
き
シ
ャ
ツ
を
用
い
た
着
衣
障
害
の
徴
候
と
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
」 

・
岡 

徳
之
（
作
業
療
法
学
分
野
）
 

　「
自
動
車
で
の
速
度
変
化
と
操
舵
行
動
が
引
き
起
こ

す
脳
活
動
 
―
大
規
模
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュレ
ー
タ
を

用
い
た
検
討
―
」
 

・
玉
利 

誠
（
放
射
線
・
情
報
科
学
分
野
）
 

　「
神
経
メ
ラ
ニ
ン
画
像
を
用
い
た
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患

者
の
黒
質
体
積
測
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
解
析
」 

・
阿
部 

紀
男
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開

発
研
究
分
野
）
 

　「
要
介
護
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
自
立
性
の
改
善
に

対
す
る
意
識
」 

・
嵯
峨
井 

千
佳
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

開
発
研
究
分
野
）
 

　「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
虐
待
の
現
状
と

傍
観
者
に
関
す
る
研
究
」 

・
式 

惠
美
子
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開

発
研
究
分
野
）
 

　「
地
域
連
携
室
の
活
動
に
関
す
る
研
究
　
―
退
院

調
整
に
焦
点
を
あ
て
て
―
」 

・
小
谷 
尚
美
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開

発
研
究
分
野
）
 

　「
認
知
症
改
善
事
業（
認
知
症
あ
ん
し
ん
生
活
実
践
塾
）

に
参
加
し
た
家
族
の
思
い
に
関
す
る
研
究
」 

・
村
岡 

健
史
（
福
祉
支
援
工
学
分
野
）
 

　「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
職
員
が
求
め
る
車
い
す
機

能
抽
出
の
た
め
の
研
究
　
―
他
施
設
と
の
比
較
か
ら
―
」 

・
藤
原 

和
彦
（
作
業
療
法
学
分
野
）
 

　「
在
宅
認
知
症
高
齢
者
の
家
族
介
護
者
に
お
け
る「
家

族
作
業
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
関
す
る
研
究
」 

・
八
木 

裕
子
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開

発
研
究
分
野
）
 

　「
介
護
職
・
介
護
学
生
の
自
我
意
識
と
そ
れ
に
影
響

を
及
ぼ
す
要
因
に
つ
い
て
」 

・
冨
田 

幸
江
（
看
護
学
分
野
）
 

　「
新
卒
看
護
師
に
か
か
わ
る
実
地
指
導
者
の
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
ネ
ス
の
影
響
要
因
」 

・
林 

重
雄
（
医
療
福
祉
経
営
学
分
野
）
 

　「
病
院
経
営
に
お
け
る
収
益
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

に
関
す
る
研
究
」 

・
鈴
木 

賢
治
（
視
機
能
療
法
学
分
野
）
 

　「
ア
イ
ト
ラ
ッ
カ
ー
を
用
い
た
客
観
的
視
機
能
評
価
法

の
検
討
　
―
健
常
者
お
よ
び
重
症
心
身
障
害
児（
者
）

に
お
け
る
視
運
動
性
眼
振
の
解
析
―
」 

・
木
村 

暢
男
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発

研
究
分
野
）
 

　「
認
知
症
在
宅
生
活
支
援
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
困
難
感
の
分
析
」 

・
石
井 

大
輔
（
医
療
・
生
命
薬
学
専
攻
）
 

　「
慢
性
疼
痛
が
ス
ト
レ
ス
適
応
形
成
な
ら
び
に
ス
ト
レ

ス
コ
ー
ピ
ン
グ
に
及
ぼ
す
影
響
」 

・
伊
藤 

か
お
る
（
医
療
・
生
命
薬
学
専
攻
）
 

　「
日
米
欧
の
高
血
圧
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る

医
療
経
済
評
価
の
活
用
状
況
と
わ
が
国
に
お
け
る
降

圧
薬
の
費
用
効
果
分
析
」 

・
長
谷
川 

フ
ジ
子
（
医
療
・
生
命
薬
学
専
攻
）
 

　「
薬
局
薬
剤
師
に
よ
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実

践
に
向
け
て
の
取
り
組
み
　
―
在
宅
医
療
の
時
代
に
即

し
て
―
」 

・
山
我 

美
佳
（
医
療
・
生
命
薬
学
専
攻
）
 

　「
日
本
に
お
け
る
脳
血
管
障
害
のC

ost of Illness

と
再
生
医
療
に
よ
る
費
用
削
減
に
関
す
る
検
討
」 

・
山
西 

由
里
子
（
医
療
・
生
命
薬
学
専
攻
）
 

　「
過
活
動
膀
胱
に
対
す
る
ミ
ラ
ベ
グ
ロ
ン
の
医
薬
品
経

済
評
価
」 

：
 



　
こ
の
度
は
総
代
と
い
う
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
大
学
生
活
は
日
々
の
講
義
や
実
習
に
加
え
、

卒
業
研
究
や
国
家
試
験
対
策
な
ど
充
実
し
て

い
ま
し
た
。
臨
地
実
習
で
は
、
患
者
さ
ん
と

接
す
る
な
か
で
、
「
見
る
」
と
い
う
こ
と
が

生
活
に
お
い
て
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
再

認
識
し
ま
し
た
。
難
し
さ
や
自
分
自
身
の
未

熟
さ
を
何
度
も
痛
感
し
ま
し
た
が
、
そ
う
し

た
経
験
を
含
め
て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
多
く
の
人
に
出
会
い
、
支
え
ら
れ
た
四
年

間
で
し
た
。
切
磋
琢
磨
し
合
え
る
友
人
た
ち
、

温
か
く
熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

こ
う
し
た
す
べ
て
の
方
と
の
出
会
い
は
、
私

に
と
っ
て
大
切
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
か
ら
視
能
訓
練
士
と
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

急
ぎ
す
ぎ
ず
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

卒
業
生
総
代
 

卒
業
生
総
代
 

学
科
賞
受
賞
者
 

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 

保
健
医
療
学
部
 視
機
能
療
法
学
科
 

赤
羽
根
　

好
乃
 

■
 

看
護
学
科
　
小
堀
 

綾
乃
 

■
 

理
学
療
法
学
科
　
舩
橋
 

史
織
 

■
 

作
業
療
法
学
科
　
佐
々
木
 

笙
子
 

■
 

薬
学
科
　
古
賀
 

香
央
里
 

■
 

作
業
療
法
学
科
　
小
柳
 

ち
ひ
ろ
 

■
 

作
業
療
法
学
科
　
長
嶋
 

早
紀
 

■
 

理
学
療
法
学
科
　
大
松
 

峻
也
 

■
 

言
語
聴
覚
学
科
　
古
川
 

美
穂
子
 

卒
業
生
総
代
（
六
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
 

卒
業
生
総
代
 

■
 

視
機
能
療
法
学
科
　赤
羽
根
 

好
乃
 

卒
業
生
総
代
（
六
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
 

卒
業
生
総
代
 

■
 

理
学
療
法
学
科
　
速
水
 

慶
太
 

卒
業
生
総
代
（
六
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
 

卒
業
生
総
代
 

■
 

看
護
学
科
　
加
 

千
恵
 

■
 

言
語
聴
覚
学
科
　
高
柳
 

美
里
 

■
 

看
護
学
科
　
宗
 

ち
と
せ
 

■
 

医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
 岩
佐
 

優
香
 

■
 

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
丸
山
 

知
郁
 

　
入
学
当
初
、
ま
だ
明
確
な
目
標
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
大
学
生
活
を

送
っ
て
い
た
私
が
、
日
々
の
授
業
の
ほ
か

に
、
海
外
研
修
、
青
年
海
外
協
力
隊
へ
の

参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
学
外
活
動
を
経
験
し
て
、
将
来
に

お
け
る
自
分
の
目
標
が
具
体
化
し
て
き
た

と
き
に
、
人
間
と
し
て
ひ
と
回
り
大
き
く

成
長
で
き
た
と
感
じ
ま
し
た
。
 

　
本
学
は
先
生
方
と
学
生
た
ち
の
距
離
が

近
い
こ
と
が
大
き
な
魅
力
で
、
こ
う
し
た

人
間
関
係
に
支
え
ら
れ
て
、
安
心
し
て
大

学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
多
く
の
友
人
と
過
ご
し
た
日
々
や
今

後
も
続
い
て
い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
一

生
の
宝
物
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
は
、
こ
の
四
年
間
で
学
ん
だ
こ
と

を
広
く
社
会
に
還
元
し
、
日
本
、
さ
ら
に

は
世
界
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
セ
ラ
ピ
ス

ト
と
な
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
日
々
努

力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
 

福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 理
学
療
法
学
科
 

速
水
　

慶
太
 

小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 

小
田
原
保
健
医
療
学
部
 看
護
学
科
 

加

千
恵
 

 

保
健
医
療
学
部
 

小
田
原
保
健
医
療
学
部
 

医
療
福
祉
学
部
 

薬
学
部
 

　
私
が
看
護
師
を
め
ざ
し
た
き
っ
か
け
は
、

自
分
が
入
院
し
た
際
、
親
身
に
接
し
て
く

れ
た
看
護
師
の
方
が
お
り
、
心
に
寄
り
添

う
こ
と
の
で
き
る
看
護
に
感
銘
を
受
け
た

か
ら
で
す
。
 

　
看
護
に
つ
い
て
学
ぶ
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
、
と
て
も
濃
い
四
年
間
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
実
習
で
す
。
学
ん
で
き
た
知
識

や
練
習
し
た
技
術
を
実
際
に
患
者
さ
ん
に

行
う
こ
と
に
強
く
緊
張
し
、
患
者
さ
ん
に

必
要
な
こ
と
は
何
か
を
考
え
続
け
た
日
々

は
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
自

分
の
考
え
た
看
護
が
患
者
さ
ん
に
届
い
た

と
き
、
喜
び
と
看
護
の
面
白
さ
、
大
き
な

や
り
甲
斐
を
実
感
し
、
改
め
て
強
く
看
護

師
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
 

　
四
年
間
の
日
々
は
、
友
人
た
ち
と
切
磋

琢
磨
し
先
生
方
の
ご
指
導
に
支
え
ら
れ
た

も
の
で
す
。
新
天
地
に
お
い
て
も
学
び
を

深
め
、
心
に
寄
り
添
う
看
護
師
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

福
岡
看
護
学
部
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 

●街のシンボル・福岡タワーをバックに ●あいにくの雨でも表情はこんなに晴れやか 
●普段とは違った表情を見せる学生たち ●看護学科は後輩が学科伝統の「よさこいソーラン」で送り出す 

●4年間をともに過ごした仲間たちと 

●卒業式の会場の晴れやかな表情 ●絆の強さを確かめ合った謝恩会 

▼
 ▼

 

▼
 

▼
 

▼
 

大田原 
キャンパス 

小田原 
キャンパス 

福岡・大川 
キャンパス 
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学
長
賞
 



●
小
田
原
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

小
田
原
 

第38回 

Campus report

　
博
士
課
程
を
修
了
し
た
今
の
気
持
ち
を
一
言
で

表
す
と
、「
感
謝
」で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。思
え

ば
、研
究
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
、看
護
師
と
し
て
病

院
や
在
宅
で
出
会
っ
た
高
齢
者
の
あ
ま
り
に
寂
し
い

姿
で
し
た
。私
た
ち
が
今
あ
る
の
は
、そ
の
方
々
が
こ

れ
ま
で
家
族
の
た
め
、国
の
た
め
に
身
を
粉
に
し
て

働
い
て
こ
ら
れ
た
お
陰
で
す
。だ
か
ら
も
っ
と
幸
せ
に

生
き
て
ほ
し
い
、そ
の
た
め
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
だ
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、研
究
を
始
め
て
か
ら
実
に
多
く
の
方
々

と
知
り
合
い
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。自
ら

も
が
ん
を
患
い
な
が
ら
高
齢
の
母
を
介
護
し
て
い
る

方
、働
き
な
が
ら
一
人
で
九
〇
歳
を
過
ぎ
た
寝
た
き

り
の
母
と
認
知
症
の
父
を
介
護
し
て
き
た
方
、こ
う

し
た
先
の
見
え
な
い
大
変
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る

方
々
の
切
実
な
思
い
が
私
を
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
た
く
、心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
研
究
と
い
う
も
の
は
単
に
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る

作
業
で
は
な
く
、思
い
を
人
に
伝
わ
る
形
に
す
る

作
業
で
も
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。研
究
を
ま
と
め

上
げ
る
過
程
は
、気
力
・
知
力
・
体
力
の
限
界
に
挑

む
も
の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、対
象
の
切
実
な
思
い

を
形
に
で
き
、研
究
疑
問
に
手
応
え
を
感
じ
た
瞬

間
は
、何
物
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
で
し
た
。自
分

が
探
求
し
た
い
こ
と
は
何
な
の
か
、伝
え
た
い
こ
と

は
何
な
の
か
を
じ
っ
く
り
考
え
、明
確
に
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

　
今
後
は
感
謝
の
心
を
基
本
に
、今
回
の
研
究
で
明

確
に
な
っ
た
課
題
を
一
つ
ず
つ
解
い
て
ゆ
き
た
い
、そ

し
て
少
し
で
も
介
護
さ
れ
る
人
・
す
る
人
、お
よ
び

医
療
者
・
支
援
者
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、実
践
的
な

役
に
立
つ
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
修
士
論
文
を
書
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、皆
さ

ま
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。研
究
に
あ
た
っ

て
、先
生
方
か
ら
絶
え
ず
指
導
や
励
ま
し
を
い
た

だ
い
た
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
私
は
理
学
療
法
士
で
す
が
、母
国
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
は
ま
だ
作
業
療
法
士
が
い
な
い
の
で
、国
か
ら
の

要
請
に
よ
り
作
業
療
法
を
勉
強
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。本
学
で
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、私
に
と
っ
て
も
、ミ
ャ
ン
マ
ー
の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
も
、よ
い
機
会
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。私
の
研
究
の
目
的
は
、修
士
の
取
得
だ
け
で

は
な
く
、ミ
ャ
ン
マ
ー
に
作
業
療
法
を
導
入
す
る
こ

と
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。 

　
研
究
を
始
め
る
前
に
、作
業
療
法
と
は
何
か
に

つ
い
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、テ
ー
マ
を
決
め

る
ま
で
に
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。作
業
療
法
を

よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、作
業
療
法
の
基
礎

科
学
を
テ
ー
マ
に
研
究
し
ま
し
た
。そ
れ
は
私
に
と

っ
て
困
難
な
も
の
で
し
た
が
、こ
の
研
究
に
よ
っ
て
、

作
業
療
法
の
最
も
重
要
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。先
生
方
の
貴
重
な
提
案
や
ア
ド
バ
イ
ス

は
、と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
。特
に
、指
導
教
員
の

谷
口
敬
道
先
生
と
副
指
導
教
員
の
小
賀
野
操
先

生
に
深
く
感
謝
し
て
し
ま
す
。私
の
弱
点
を
理
解

し
て
親
切
に
辛
抱
強
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

　「
事
を
な
す
」と
い
う
こ
と
は「
達
成
し
よ
う
」

と
い
う
意
思
決
定
か
ら
始
ま
り
ま
す
の
で
、「
で
き

る
」と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。こ

れ
か
ら
も
、日
本
で
学
ん
だ
経
験
と
知
識
を
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
リ
ハ
ビ
リ
の
発
展
に
生
か
し
て
い
け
る
よ
う

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

博
士
課
程
・
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

開
発
研
究
分
野
 

川
村
 

真
由
美
　
修
了
生
総
代
 

 

修
士
課
程
・
作
業
療
法
学
分
野
 

ヤ
ミ
ン
 

エ
イ（
ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身
）
 

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
研
究
を
続
け
た
い
 

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
作
業
療
法
を
導
入
す
る
た
め
に
 

不
妊
治
療
を
学
ぶ
最
高
の
環
境
で
し
た
 

修
士
課
程
・
生
殖
補
助
医
療
胚
培
養
分
野
 

坂
本
 

淳
平
 

大
学
院
長
賞
 

大
学
院
長
賞
受
賞
者
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以
前
か
ら
不
妊
治
療
に
つ
い
て
興
味
が
あ
り
、

転
職
を
考
え
て
い
ま
し
た
。国
際
医
療
福
祉
大
学

に
は
全
国
に
も
数
少
な
い
、胚
培
養
士
育
成
を
目

的
と
し
た
不
妊
治
療
専
門
の
分
野
が
あ
る
と
知

り
入
学
を
決
め
ま
し
た
。特
に
不
妊
治
療
専
門

施
設
で
の
実
習
が
可
能
で
あ
り
、よ
り
実
践
的
な

専
門
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
修
士
課
程
の
二
年
間
を
終
え
て
振
り
返
る
と
、

不
妊
治
療
の
最
先
端
で
患
者
さ
ん
と
向
き
合
う

先
生
方
か
ら
経
験
に
基
づ
く
貴
重
な
講
義
を
受

け
た
こ
と
、す
で
に
臨
床
の
現
場
で
胚
培
養
士
と

し
て
活
躍
す
る
受
講
生
の
現
場
で
の
生
の
声
を
聞

け
た
こ
と
な
ど
が
最
大
の
利
点
で
し
た
。ま
た
、大

学
院
か
ら
学
会
参
加
・
発
表
の
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
き
、気
兼
ね
な
く
学
業
に
専
念
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
学
び
や
す
い
環
境
か
ら
、学
業
と
並

行
し
て
就
職
活
動
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

修
士
一
年
次
に
不
妊
治
療
専
門
施
設
へ
胚
培
養

士
と
し
て
無
事
に
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、よ
り
実
践
的
か
つ
専
門
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
あ
っ
た
こ
と
、ま
た
、す
で
に
臨
床
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
先
輩
方
と
直
接
お
会
い
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
し
た
。 

　
在
学
中
に
出
会
っ
た
先
生
方
や
受
講
生
、新
た

に
胚
培
養
士
と
な
っ
た
同
期
生
と
の
出
会
い
は
、新

し
い
業
種
に
挑
戦
す
る
私
に
と
っ
て
何
よ
り
の
財

産
と
な
り
ま
し
た
。今
後
は
修
了
生
と
し
て
、先

輩
方
に
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、新
た

に
入
学
さ
れ
る
方
々
と
交
流
し
、互
い
に
刺
激
し

合
え
る
機
会
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

特
集
1

　
三
月
一
一
日
、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
小

田
原
保
健
医
療
学
部
と
大
学
院
の
学
位
記
授

与
式
を
挙
行
し
た
。
小
田
原
市
副
市
長
・
加

部
裕
彦
様
、
国
立
病
院
機
構
箱
根
病
院
長
・

小
森
哲
夫
様
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
ご
来
賓
、

保
護
者
、
教
職
員
に
見
守
ら
れ
、
学
部
生
一

五
五
名
（
看
護
学
科
六
〇
名
、
理
学
療
法
学

科
四
八
名
、
作
業
療
法
学
科
四
七
名
）
と
、

小
田
原
・
熱
海
キ
ャ
ン
パ
ス
に
所
属
す
る
大

学
院
生
二
七
名
（
博
士
課
程
四
名
、
修
士
課

程
二
三
名
）
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
 

　
北
島
政
樹
学
長
、
天
野
隆
弘
大
学
院
長
よ

り
学
位
記
を
受
け
取
っ
た
総
代
は
加

千
恵

さ
ん（
看
護
学
科
）、岩
清
水
伴
美
さ
ん（
博
士
課

程
）、鈴
木
美
咲
さ
ん（
修
士
課
程
）。続
い
て
、学

長
賞
が
加

千

恵
さ
ん
、大
松
峻

也
さ
ん（
理
学
療

法
学
科
）、長
嶋

早
紀
さ
ん（
作
業

療
法
学
科
）に
授

与
さ
れ
た
。
北

島
学
長
よ
り
「
卒

業
生
の
皆
様
は
、

本
学
で
学
ん
だ

専
門
的
な
知
識

と
技
術
を
活
用
し
、
医
療
福
祉
の
先
導
者
と
な

る
べ
く
自
ら
考
え
、
自
ら
行
動
し
、
幅
広
い
教

養
と
広
い
視
野
を
備
え
た
豊
か
な
人
間
性
を
養

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に
本
学
が
め
ざ
す

『
チ
ー
ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
』
の
一
員
と
し

て
、
多
様
性
を
備
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
に

努
め
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
式

辞
が
述
べ
ら
れ

た
。
そ
し
て
、

学
部
生
を
代
表

し
て
大
松
峻
也

さ
ん
、
大
学
院

生
を
代
表
し
て

和
田
隼
さ
ん（
修

士
課
程
）よ
り

謝
辞
、
長
嶋
早

紀
さ
ん
よ
り
卒
業
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
 

　
午
後
は
、
学
科
長
（
大
学
院
は
大
学
院
長
）

よ
り
卒
業
生
・
修
了
生
一
人
ひ
と
り
に
学
位
記

が
手
渡
さ
れ
る
学
位
記
伝
達
式
が
行
な
わ
れ
た
。
 

　
こ
れ
か
ら
、
看
護
師
、
保
健
師
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
つ
学
部
卒
業
生
た
ち
。
教
職
員
一
同
、
卒

業
生
の
今
後
の
活
躍
を
祈
念
し
て
い
る
。
 

　
学
位
記
授
与
式
・
学
位
記
伝
達
式
の
終
了
後
、

市
内
の
ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ

に
会
場
を
移
し
、
小
田
原
保
健
医
療
学
部
謝

恩
会
を
開
催
し
た
。
 

　
卒
業
生
が
招
待
し
た
先
生
方
を
エ
ス
コ
ー

ト
し
て
入
場
し
、
謝
恩
会
の
幕
が
上
が
っ
た
。

冒
頭
、
北
島
政
樹
学
長
、
各
学
科
長
へ
花
束

贈
呈
し
、
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

黒
澤
和
生
副
学
部
長
と
理
学
療
法
学
科
有
志

の
乾
杯
を
合
図
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
、

「Thanks you from
 bottom

 on m
y heart

〜
 

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
〜
」
と
題
し
た
、
四
年

間
の
思
い
出
と

先
生
方
へ
の
感

謝
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
込
め
ら
れ

た
動
画
が
会
場

ス
ク
リ
ー
ン
に

映
さ
れ
た
。
国

家
試
験
・
就
職

活
動
・
実
習
が

あ
る
中
、
ご
く

限
ら
れ
た
時
間

で
作
成
し
た
卒

業
生
の
力
作
だ
。

多
く
の
卒
業
生

が
ス
ク
リ
ー
ン

の
前
に
駆
け
寄
り
、

正
座
を
し
て
、

思
い
出
の
詰
ま

っ
た
動
画
に
見

入
る
姿
は
、
こ

れ
ま
で
に
な
い

光
景
だ
っ
た
。

全
学
科
の
動
画
が
終
了
し
、
会
場
が
再
び
明

る
く
な
る
と
、
卒
業
生
の
み
な
ら
ず
先
生
方

の
中
に
も
目
に
涙
を
浮
か
べ
て
い
る
姿
が
見

ら
れ
た
。
 

　
テ
ー
ブ
ル
を

囲
ん
で
先
生
方

と
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
る

姿
が
多
く
見
ら
れ
、

例
年
以
上
に
会

場
は
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
た
。
 

　
最
後
に
、
実

行
委
員
長
の
宮

原
舞
さ
ん
（
看

護
学
科
）
か
ら
、

先
生
方
と
、
四
年
間
苦
楽
を
共
に
し
た
学
友
へ

の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
閉
会
し
た
。
 

　
閉
会
後
も
サ
ポ
ー
ト
役
の
三
年
生
に
、
来
年

度
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
今
後
の
指
示
を
す
る
実

行
委
員
の
顔
に
、
四
年
間
の
成
長
の
姿
を
見
た
。
 

　
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
深
ま
っ
た
絆
は
、
こ

れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
選
ん
だ
道
へ
と
歩
み
を
進

め
る
卒
業
生
た
ち
の
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
だ

ろ
う
。
 

●北島学長を実行委員長がエスコート 

●思い出の動画を遠くから懐かしむ卒業生 ●お世話になった先生方と乾杯!

●晴れの日を迎えた学生たち 

●晴れの日を迎えた学生たち 

●大好きな先生、ありがとうございました！ ●これからも繋がって行こう！ 

平
成
二
七
年
度
学
位
記
授
与
式
 

謝
恩
会
 

（
学
務
課
 
佐
藤
浩
子
）
 

（
総
務
課
　
高
久
晃
）
 



Campus report Campus report

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 
●
合
同
学
位
記
授
与
式
 
●
福
岡
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

　
福
岡
保
健
医
療
学
部
の
学
位
記
伝
達
式
は
、

授
与
式
と
同
じ
福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
の

教
室
で
学
科
別
に
執
り
行
わ
れ
た
。
学
科
長
・

お
世
話
に
な
っ
た

教
員
か
ら
一
人
ひ

と
り
に
学
位
記
が

手
渡
さ
れ
る
と
、

卒
業
生
だ
け
で
な

く
、
そ
の
姿
を
見

守
る
ご
家
族
・
教

員
も
感
慨
ひ
と
し

お
の
様
子
で
あ
っ

た
。
 

　
式
終
了
後
は
、

友
人
と
の
会
話
に

花
を
咲
か
せ
た
り
、

お
世
話
に
な
っ
た

教
員
や
応
援
し
て

く
れ
た
家
族
と
一

緒
に
記
念
撮
影
し

た
り
す
る
卒
業
生

の
姿
が
多
く
見
受

け
ら
れ
、
会
場
は

い
つ
ま
で
も
に
ぎ

や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。
 

　
教
職
員
一
同
、

卒
業
生
の
今
後
の

活
躍
を
祈
念
し
て

い
る
。
 

　
合
同
学
位
記
授
与
式
に
続
き
、
福
岡
国
際

医
療
福
祉
学
院
体
育
館
で
福
岡
看
護
学
部
学

位
記
伝
達
式
を
行

っ
た
。
卒
業
生
は
、

保
護
者
の
皆
様
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
、

名
前
を
呼
ば
れ
る

と
緊
張
し
た
面
持

ち
で
ス
テ
ー
ジ
の
上
へ
。
「
よ
く
頑
張
り
ま

し
た
ね
」
と
い
う
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と
と
も

に
、
斉
藤
ひ
さ

子
学
部
長
か
ら

一
人
ひ
と
り
に

学
位
記
が
授
与

さ
れ
る
と
、
ほ

っ
と
し
た
表
情

で
卒
業
の
喜
び

を
か
み
し
め
て

い
た
。
 

　
続
い
て
、
斉

藤
学
部
長
か
ら

は
な
む
け
の
言

葉
が
贈
ら
れ
た

あ
と
は
、
記
念

撮
影
。
晴
れ
や

か
な
笑
顔
で
互

い
の
門
出
を
共

に
祝
い
つ
つ
、

将
来
へ
の
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
巣

立
っ
て
い
っ
た
。
 

（
准
教
授
　
山
口
み
ど
り
）
 ●研修のまとめを発表する学生たち ●進路への意識を高めた学生たち 

●着物体験をする韓国の学生たち 

●在校生とともに校歌斉唱 ●学部卒業生代表の速水慶太さん 

●
合
同
学
位
記
授
与
式
 
●
大
川
 

今
回
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
講
演
会
の
テ
ー
マ
 

●「
検
査
セ
ン
タ
ー
で
活
躍
す
る
臨
床
検

　
査
技
師
」
 

●「
企
業
で
活
躍
す
る
臨
床
検
査
技
師
」
 

●
「
病
院
で
活
躍
す
る
臨
床
検
査
技
師
 

　
〜
こ
れ
か
ら
の
臨
床
検
査
技
師
に
期
待

　
す
る
こ
と
〜
」
 

　
三
月
七
日
、
福
岡
市
百
道
浜
に
あ
る
福
岡

国
際
医
療
福
祉
学
院
体
育
館
で
、
福
岡
保
健

医
療
学
部
・
福
岡
看
護
学
部
・
大
学
院
の
合

同
学
位
記
授
与
式
を
行
っ
た
。
記
念
す
べ
き

日
に
ふ
さ
わ
し
い
、
麗
ら
か
な
陽
気
に
包
ま

れ
た
こ
の
日
、
会
場
に
到
着
し
た
卒
業
生
・

修
了
生
は
晴
れ
や
か
な
笑
顔
を
み
せ
た
。
 

　
式
で
は
、
ま
ず
、
在
校
生
と
と
も
に
校
歌
「
未

来（
あ
す
）へ
の
扉
」

を
斉
唱
。
学
部
生

二
七
九
名（
看
護
学

科
九
九
名
、
理
学

療
法
学
科
九
五
名
、

作
業
療
法
学
科
四

七
名
、
言
語
聴
覚

学
科
三
八
名
）、大

学
院
修
了
生（
博
士

課
程
五
名
、
修
士

課
程
二
二
名
）
を

代
表
し
て
、
北
島

政
樹
学
長
か
ら
学

部
卒
業
生
総
代
の

速
水
慶
太
さ
ん
（
理
学
療
法
学
科
）
に
、
天
野

隆
弘
大
学
院
長
か
ら
博
士
課
程
総
代
の
藤
原
和

彦
さ
ん
、
修
士
課
程
総
代
の
佐
々
野
時
美
さ
ん

に
、
そ
れ
ぞ
れ
学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。
 

　
さ
ら
に
、
各
学
科
の
学
業
最
優
秀
者
で
あ
る

速
水
さ
ん（
理
学
療
法
学
科
）、
小
柳
ち
ひ
ろ
さ

ん（
作
業
療
法
学
科
）、
古
川
美
穂
子
さ
ん（
言

語
聴
覚
学
科
）、
宗
ち
と
せ
さ
ん（
看
護
学
科
）

に
学
長
賞
が
授
与
さ
れ
た
ほ
か
、
高
木
邦
格
理

事
長
か
ら
中
尾
仁
美
さ
ん
（
理
学
療
法
学
科
）
、

久
永
知
佳
さ
ん
（
作

業
療
法
学
科
）
、

井
上
美
里
さ
ん
（
言

語
聴
覚
学
科
）
に

全
国
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
学
校
協

会
「
優
秀
賞
」
が
、

北
島
学
長
か
ら
平

野
真
結
さ
ん
（
看

護
学
科
）
に
日
本

私
立
看
護
系
大
学

協
会
「
会
長
賞
」
が
授
与
さ
れ
た
。
 

　
続
い
て
、
北
島
学
長
か
ら
の
式
辞
。「
本
学
で

学
ん
だ
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
活
用
さ
れ
、

医
療
福
祉
の
先
導
者
と
な
る
べ
く
自
ら
考
え
、

行
動
し
、
幅
広
い
教
養
と
広
い
視
野
を
備
え
た

豊
か
な
人
間
性
を
養
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
の

激
励
の
言
葉

に
、
み
な
決

意
を
新
た
に

し
た
よ
う
だ
。

天
野
大
学
院

長
、
高
木
理

事
長
の
式
辞

に
続
き
、多

数
の
ご
来
賓

を
代
表
し
て
、

福
岡
県
議
会
議
員
・
藏
内
勇
夫
様
、
衆
議
院
議

員
・
古
賀
篤
様
、
大
川
商
工
会
議
所
会
頭
・
津

村
洋
一
郎
様
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
小
柳
さ

ん
の「
卒
業
生
謝
辞
」、
潮
平
健
太
さ
ん
の「
修

了
生
謝
辞
」、古
川
さ
ん
に
よ
る
「
卒
業
記
念
品

贈
呈
」
を
も
っ
て
閉
式
と
な
っ
た
。
 

　
一
月
二
六
日
か
ら
二
月
五
日
に
か
け
て
、韓
国

建
陽
大
学
看
護
学
科
の
学
生
一
六
名
と
教
員
一

名
が
来
日
し
、福
岡
看
護
学
部
で
研
修
を
行
っ
た
。

「
日
本
の
高
齢
者
ケ
ア
、地
域
・
在
宅
と
病
院
・
施

設
と
の
効
果
的
な
連
結
」を
テ
ー
マ
と
し
て
講
義
・

演
習
、施
設
見
学
を
実
施
し
た
。日
本
語
・
文
化

課
程
で
は
、茶
道
・
着
物
、節
分
を
体
験
し
、学
生

交
流
で
は
、日
韓
比
較
文
化
発
表
・サ
ー
ク
ル
交
流

な
ど
を
行
っ
た
。 

　
高
齢
者
ケ
ア
と

い
う
テ
ー
マ
は
、韓

国
も
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、参

加
学
生
か
ら
は
、「
テ

ー
マ
に
あ
っ
た
施

設
と
講
義
が
一

緒
に
構
成
さ
れ
て

い
て
関
心
を
も
ち

な
が
ら
研
修
に
参

加
す
る
こ
と
が
で

き
た
。や
が
て
韓

国
社
会
が
目
の
当

た
り
に
す
る
高
齢
者
問
題
に
ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
」と

い
う
感
想
も
あ
り
満
足
度
が
高
か
っ
た
。 

　
一
・
二
年
次
の
学
生
国
際
交
流
委
員
と
韓
国

の
学
生
と
の
交
流
は
、グ
ル
ー
プ
パ
ー
ト
ナ
ー
を
中

心
に
行
っ
た
。最
初
の
自
己
紹
介
で
は
、全
員
が
相

手
国
の
言
語
で
行
い
、一
気
に
親
近
感
が
ア
ッ
プ
し

た
。「
一
年
次
で
韓
国
語
を
学
ん
だ
こ
と
が
生
か

せ
た
」、「
も
っ
と
韓
国
語
を
勉
強
し
て
い
た
ら
ス
ム

ー
ズ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
と
思
っ
た
」、

「
交
流
は
い
っ
ぱ
い
し
た

が
通
じ
な
い
こ
と
が
多

く
、も
っ
と
英
語
を
勉

強
し
た
い
と
思
っ
た
」

な
ど
、言
語
に
苦
戦
し

な
が
ら
も
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、お
互
い
の
文
化
を

学
び
合
い
交
流
が
深

ま
っ
て
い
っ
た
。 

　
ま
た
、大
学
間
連
携

共
同
教
育
推
進
事
業

で
開
催
し
て
い
る
ナ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
で
は
、

韓
国
教
員
と
学
生
が
韓
国
の
看
護
教
育
と
学
生

生
活
に
つ
い
て
発
表
し
た
。本
学
の
学
生
は
、勉
学

が
厳
し
い
韓
国
の
大
学
生
活
に
驚
き
、自
ら
の
学

生
生
活
を
振
り
返
る
機
会
に
も
な
っ
た
。日
韓
混

合
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
研
修
の
ま
と
め
を
通
じ

て
、韓
国
学
生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
学

修
態
度
が
刺
激
と
な
っ
て
い
た
。本
学
学
生
か
ら

は「
国
際
交
流
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
。言
葉
の
壁

が
あ
っ
て
も
わ
か
り
合
え
る
と
感
じ
た
」、「
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
仲
良
く
な
っ
た
韓
国
の
学
生
に
会
い

に
韓
国
に
行
っ
た
り
し
て
交
流
を
深
め
た
い
。看

護
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
」な
ど
の
声
が
あ
り
、

双
方
に
と
っ
て
有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た
。 

　
三
年
次
の
海
外
保
健
福
祉
事
情（
海
外
研
修
）

に
向
け
て
の
良
い
動
機
づ
け
と
な
っ
た
研
修
受
け

入
れ
で
あ
っ
た
。今
後
も
建
陽
大
学
と
本
学
の
交

流
・
連
携
が
発
展
・
嵩
ず
る
こ
と
を
願
う
。 

 

（
入
試
学
生
募
集
課
　
井
上
雅
博
）
 

（
九
州
地
区
広
報
室
　
木
谷
朋
子
）
 

●言語聴覚学科 ●作業療法学科 

●全員で記念撮影 ●卒業生をねぎらう斉藤学部長 

建
陽
大
学
看
護
学
科
の
研
修
 

受
け
入
れ
 

（
入
試
学
生
募
集
課
　
井
上
雅
博
）
 

●外部講師による講演 

　
機
器
メ
ー
カ
ー
、
病
院
そ
れ
ぞ
れ
で
勤

務
す
る
現
役
の
臨
床
検
査
技
師
を
招
い
て

医
学
検
査
学
科
二
・
三
年
次
対
象
の
就
職

支
援
イ
ベ
ン
ト
「
キ
ャ
リ
ア
支
援
講
演
会
」

を
開
催
し
た
。
 

　
目
的
は
、
「
医
学
検
査
学
科
の
学
生
が
将

来
に
対
し
て
主
体
的
に
向
き
合
う
機
会
を
得

る
」
と
い
う
も
の
。
外
部
か
ら
講
師
を
招
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の

職
域
に
関
わ

る
講
演
を
聴

く
こ
と
に
よ

り
、
臨
床
検

査
技
師
が
関

わ
る
現
実
を

理
解
す
る
と

と
も
に
、
進

路
選
択
や
進

路
に
対
す
る

意
識
の
向
上

に
つ
な
げ
る

こ
と
が
狙
い

で
あ
る
。
 

　
当
日
は
、
二
・
三
年
次
の
約
二
〇
〇
名
全

員
が
参
加
。
着
慣
れ
な
い
ス
ー
ツ
を
着
用
し
、

緊
張
し
た
面
持
ち
で
そ
れ
ぞ
れ
の
講
師
の
話

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
各
講
師
の
講
演
の
あ

と
に
は
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
 

　
こ
れ
ま
で
は
、「
就
職
活
動
は
ま
だ
ま
だ
先

の
こ
と
」
と

思
っ
て
い
る

学
生
も
多
か

っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
今

回
の
講
演
会

が
、「
病
院

以
外
で
働
く

臨
床
検
査
技

師
の
こ
と
も

詳
し
く
知
る

こ
と
が
で
き
、

視
野
が
広
が

っ
た
」
、「
自

分
自
身
の
仕

事
に
対
す
る
意
識
の
低
さ
、
認
識
の
甘
さ
を

痛
感
し
た
」
な
ど
、
臨
床
検
査
技
師
と
し
て

働
く
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
よ
い
き
っ
か
け

と
な
っ
た
よ
う
だ
。
 

　
今
後
、
医
学
検
査
学
科
で
は
、
三
年
次
を

対
象
と
し
た
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
月
一
回
の
ペ

ー
ス
で
開
催
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
 

医
学
検
査
学
科
 

キ
ャ
リ
ア
支
援
講
演
会
を
開
催
 

●理学療法学科 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

福
岡
 

第28回 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第42回 

大
川
 



●金澤一郎名誉大学院長 

　
四
月
二
日
、
入
学
式
を
実
施
し
、
大
学
院

と
し
て
は
過
去
最
大
の
入
学
者
数
と
な
る
三

三
三
名
の
新
入
生
を
迎
え
た
。
 

　
四
月
三
日
、
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実

施
し
た
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

例
年
使
用
し

て
い
る
教
室

で
は
収
ま
り

き
ら
ず
、
キ

ャ
ン
パ
ス
内

の
三
教
室
を

同
時
双
方
向

遠
隔
授
業
シ

ス
テ
ム
で
繋

い
で
実
施
す

る
な
ど
、
と

て
も
活
気
が

溢
れ
る
な
か

で
の
新
年
度

の
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
。
 

　
別
れ
と
出

会
い
の
季
節
が
過
ぎ
、
大
学
院
で
は
本
格
的

に
授
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。
学
生
た
ち
の
溢

れ
る
熱
意
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
べ
く
、
大

学
院
事
務
局
は
一
丸
と
な
っ
て
業
務
に
あ
た

っ
て
い
く
。
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

●新入生オリエンテーションの様子 

●
大
学
院
 
●
塩
谷
看
護
専
門
学
校
 

　
三
月
四

日
、
第
八

回
生
三
六

名
の
卒
業

式
を
挙
行

し
た
。
 

　
思
い
起

こ
せ
ば
三

年
前
の
春
、

学
校
生
活

へ
の
不
安

と
希
望
の

入
り
混
じ

っ
た
表
情

で
本
校
に

入
学
し
た

学
生
た
ち
。

入
学
し
て
か
ら
、
講
義
や
実
習
な
ど
か
ら
学

び
を
積
み
重
ね
、
八
汐
祭
な
ど
の
学
校
行
事

を
通
し
て
友
情
を
深
め
た
思
い
出
深
い
か
け

が
え
の
な
い
年
月
で
あ
っ
た
と
思
う
。
と
も

に
励
ま
し
、
支
え
あ
い
な
が
ら
壁
を
乗
り
越

え
迎
え
た
卒
業
は
、
学
生
た
ち
に
確
か
な
自

信
と
大
き
な
勇
気
を
も
た
ら
し
た
。
 

（
国
際
部
　
雨
宮
秀
行
）
 

（
国
際
部
　
山
岸
洋
子
）
 

　
二
月
二
六
日
、本
学
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ン
ド
・
サ
イ
エ
ン
ス
大
学（
以

下
、Ｍ
Ｓ
Ｕ
）と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
た
。

今
後
、「
教
員
・
学
生
の
相
互
交
流
」、「
講
演
・

講
義
等
の
開
催
」、「
学
術
・
研
究
に
関
す
る
情

報
交
換
」な
ど
で
連
携
・
協
力
し
て
い
く
。
 

　
Ｍ
Ｓ
Ｕ
の
招
待
を
受
け
、高
木
邦
格
理
事
長
、

松
谷
有
希
雄
副
学
長
が
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
近

郊
の
同
大
学
を
訪
問
。

タ
ン
・
ス
リ
・
シ
ュ
ク
リ

学
長
、プ
ア
ン
・
ス
リ
・

ジ
ュ
ナ
イ
ナ
副
総
長

を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
関
係
者
の
歓
待

の
な
か
、
締
結
式
が

開
催
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

本
学
が
開
学
を
め
ざ
す
医
学
部
の
新
設
計
画
や
、

Ｍ
Ｓ
Ｕ
が
本
年
中
の
開
設
を
め
ざ
し
て
い
る
新

病
院
計
画
な
ど
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。
 

　
同
大
学
は
二
〇
〇
一
年
に
創
設
さ
れ
、国
内
の

私
立
大
学
で
は
最
大
規
模
。国
際
医
学
部
、健
康

科
学
工
学
部
、薬
学
部
、教
育
社
会
科
学
部
、ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
＆
創
造
芸
術
学
部
、ビ
ジ
ネ
ス
管
理
学

部
、情
報
科
学
工
学
部
が
あ
る
。イ
ン
ド
、ス
リ
ラ
ン

カ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
も
キ
ャ
ン
パ
ス
を
擁
し
、イ
ン

ド
・バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
に
三
つ
の
病
院
を
持
つ
。二
〇
一

六
年
一
二
月
に
は
本
キ
ャ
ン
パ
ス
隣
接
地
に
、二
五

〇
床
規
模
の
附
属
病
院
の
新
設
を
予
定
し
て
い
る
。 

 

●江口光興学校長から卒業証書を受け取る卒業生 ●高木理事長とタン・スリ・シュクリ学長 

（
国
際
部
　
山
崎
薫
子
）
 

　
三
月
二
七
日
か
ら
四
月
一
日
の
日
程
で
、
昨

年
開
催
し
た
「
第
六
回
『
共
に
生
き
る
社
会
』

め
ざ
し
て
　
高
校
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
受

賞
者
五
名
の
高
校
生
を
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
の
医
療
福
祉
体
験
ツ
ア
ー
に
招
待
し
た
。
 

　
応
募
総
数
一
一
五
〇
作
品
よ
り
選
ば
れ
た
、

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
の
作
品
を
書
い
た

高
校
生
五
名
は
、
本
学
の
提
携
医
療
機
関
で
あ

る
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
施

設
を
訪
問
し
た
。
施
設
見
学
を
通
じ
て
ベ
ト
ナ

ム
と
日
本
の
医
療
福
祉

の
違
い
を
体
験
し
、
国

際
医
療
協
力
の
重
要
さ

に
つ
い
て
も
考
え
る
機

会
に
も
な
っ
た
。
ま
た
、

在
ホ
ー
チ
ミ
ン
日
本
国

総
領
事
館
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

事
務
所
へ
の
表
敬
訪
問
、

市
内
観
光
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
を
と
お
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の

協
力
関
係
の
歴
史
が
互
い
の
経
済
・
文
化
面
の

繁
栄
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
最
終

日
に
は
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
を
交
え
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
一
員
と
し
て
「
他
者
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
議
論
を

交
わ
し
た
。
 

　
こ
の
ツ
ア
ー
を
通
じ
た
出
会
い
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
さ
ら
に
国
際
協
力
の
輪
が
広
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
 

 

●訪問先のチョーライ病院にて 

　
三
月
二
五
日
、
第
一
〇
五
回
看
護
師
国
家

試
験
の
合
格
発
表
が
あ
っ
た
。
 

　
二
週
間
ほ
ど
前
に
巣
立
っ
た
学
生
た
ち
に

今
年
も
満
開
の
桜
の
便
り
が
届
い
た
。
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
ク
ラ
ス
全

員
で
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
頑
張
っ
た
結
果
で

は
な
い
か

と
思
う
。

ほ
っ
と
し

た
表
情
、

満
面
の
笑

み
な
ど
表

情
は
さ
ま

ざ
ま
だ
が
、

誰
も
が
全

身
で
喜
び

を
表
し
て

い
た
。
 

　
四
月
か

ら
は
看
護

師
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ

の
道
を
歩

き
出
す
。

常
に
初
心

を
忘
れ
る

こ
と
な
く

努
力
し
成

長
し
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
 

 

マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
 

ア
ン
ド
・
サ
イ
エ
ン
ス
大
学
と
 

学
術
交
流
協
定
を
締
結
 

第
六
回
高
校
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
 

ベ
ト
ナ
ム
医
療
福
祉
体
験
ツ
ア
ー
 

報
告
 

第
八
回
生
卒
業
式
 

国
家
試
験
全
員
合
格
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第12回 

大
学
院
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第20回 

塩
谷
看
護
 

専
門
学
校
 

Campus report

国
際
ト
ピ
ッ
ク
ス
 

◆ 
◆ 
◆ 

　
本
学
の
名
誉
大
学
院
長
で
学
事
顧
問
の

金
澤
一
郎
先
生
が
一
月
二
〇
日
、
膵
臓
が

ん
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
七
四
歳
で
し
た
。
 

　
金
澤
先
生
は
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
さ

れ
、
東
京
大
学
医
学
部
脳
研
神
経
内
科
教
授
、

日
本
内
科
学
会
や
日
本
神
経
学
会
の
理
事
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
宮
内
庁
の
皇
室
医
務

主
管
を
二
〇
〇
二
年
か
ら
一
〇
年
間
務
め
ら

れ
た
ほ
か
、
国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
総

長
や
日
本
学
術
会
議
会
長
な
ど
数
々
の
要
職

を
歴
任
な
さ
り
、

二
〇
一
三
年
に
瑞

宝
重
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
二
〇
〇
七
年

に
本
学
の
大
学

院
教
授
に
就
任
さ
れ
た
後
、
一
一
年
か
ら

四
年
間
に
わ
た
っ
て
大
学
院
長
を
務
め
ら
れ
、

医
学
部
新
設
の
準
備
な
ど
で
多
大
な
ご
指

導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
葬
儀
は
一
月
二
七
日
と
二
八
日
に
ご
家
族

と
本
学
の
合
同
葬
に
よ
り
青
山
葬
儀
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
生
前
の
幅
広
い
ご
活
躍
と
温

か
い
お
人
柄
を
偲
ん
で
各
界
か
ら
一
五
〇
〇

人
を
超
え
る
人
た
ち
が
参
列
し
、
両
陛
下
や

皇
太
子
ご
夫
妻
、
全
て
の
宮
家
か
ら
お
花
な

ど
の
お
供
え
物
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
本
学
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
く
だ
さ

っ
た
金
澤
先
生
に
深
謝
し
、
改
め
て
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 

（
東
京
事
務
所
　
総
務
企
画
部
）
 

訃
報
 

　
本
学
は
、
二
月
八
日
〜
一
二
日
の
日
程
で
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
保
健
省
の
タ
ン
・
ア
ウ
ン
保
健
大
臣
、

ミ
ン
ト
・
ハ
ン
医
療
サ
ー
ビ
ス
部
門
長
官
な
ど
五

名
を
招
聘
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
医
療
向
上
と
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
野
の
人
材
育
成
に
対
す

る
協
力
を
目
的
と
し
た
基
本
合
意
書（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）

を
締
結
し
た
。
八
日
に
東
京
事
務
所
で
行
っ
た

調
印
式
に
は
、
高
木
邦
格
理
事
長
が
出
席
し
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ト
ゥ
レ
イ
ン
・
タ
ン
・
ズ
ィ
ン
駐

日
大
使
も
同
席
さ
れ
た
。
保
健
大
臣
は
、
本
学

と
の
こ
れ
ま
で
の
友
好
関
係
に
謝
意
を
示
す
と

と
も
に
、
今
後
の
関
係
維
持
強
化
を
表
明
し
た
。
 

　
ま
た
、
一
〇
日
に
は
本
学
大
学
院
東
京
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
保
健

医
療
事
情
を
テ
ー
マ
に
し
た

特
別
講
演
会
を
開
催
。タ
ン
・

ア
ウ
ン
保
健
大
臣
の
ス
ピ
ー

チ
の
ほ
か
、ミ
ン
ト
・
ハ
ン
長

官
、ネ
・
ウ
ィ
ン
　

ミ
ャ
ン
マ

ー
学
術
医
療
協
会
会
長
が
講

演
を
行
い
、
活
発
な
質
疑
応

答
が
交
わ
さ
れ
た
。
 

　
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

北
島
政
樹
学
長
に
よ
る
歓
迎

昼
食
会
が
催
さ
れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身
の
Ｉ
Ｕ

Ｈ
Ｗ
奨
学
生
一
一
名
も
同
席
。
さ
ら
に
、桃
井
眞

里
子
病
院
長
の
案
内
で
国
際
医
療
福
祉
大
学
病

院
を
視
察
し
、
先
進
的
な
医
療
機
器
お
よ
び
教

育
・
医
療
の
質
の
高
さ
を
評
価
さ
れ
て
い
た
。
 

　
三
月
九
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
大
学
院

の
学
位
記
授
与
式
を
挙
行
し
、
修
士
博
士
あ

わ
せ
て
二
四
三
名
が
修
了
し
た
。
 

　
さ
ら
に
、
三
月
一
二
日
、
東
京
青
山
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
学
位
記
伝
達
式
に
は
一
〇
〇
名
を
超

え
る
修
了
生
が
参
加
し
、
天
野
大
学
院
長
よ
り

一
人
ひ
と
り
に
学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。
ま
た
、

当
日
は
特
定
行
為
看
護
師
養
成
分
野
（
旧
ナ
ー

ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
養
成
分
野
）
の
修
了

生
に
対
し
、
特
定
行
為
研
修
の
修
了
証
も
授
与

さ
れ
、
昨
年
度
ま
で
の
修
了
生
も
駆
け
つ
け
、

大
学
院
長
よ
り
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
た
。
 

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た

歓
送
会
で
は
、
修
了
生

を
代
表
し
て
特
定
行
為

看
護
師
養
成
分
野
修
了

の
田
平
絵
里
さ
ん
が
あ

い
さ
つ
の
言
葉
を
述
べ

た
。
田
平
さ
ん
は
今
年

一
月
に
戸
塚
駅
で
倒
れ

て
い
る
男
性
に
心
肺
蘇

生
法
を
実
施
し
、
そ
の

人
命
救
助
に
対
し
て
戸

塚
消
防
署
よ
り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。

田
平
さ
ん
は
大
き
な
後
遺
症
も
な
く
社
会
復
帰

を
果
た
し
た
男
性
と
再
会
で
き
て
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
と
話
し
、
そ
の
医
療
人
と
し
て
の
模

範
的
な
行
動
に
、
修
了
生
た
ち
も
気
持
ち
を
新

た
に
し
た
様
子
だ
っ
た
。
 

●東京事務所での調印式 

ミ
ャ
ン
マ
ー
保
健
省
と
医
療
協
力
に
 

関
す
る
基
本
合
意
書
を
締
結
 

（
専
任
教
員
　

山
栄
子
）
 

●学位記伝達式の様子 

平
成
二
七
年
度
学
位
記
授
与
式
 

平
成
二
八
年
度
入
学
式
 

（
大
学
院
運
営
室
　
近
納
一
重
）
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成
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Campus report

■
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
2
6
名
 

保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
4
7
4
名
 

 

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
9
8
名
 

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
7
9
名
 

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
8
名
 

 

●
 

言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
7
9
名
 

 

●
 

視
機
能
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
 

4
0
名
 

 

●
 

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
　
　
　
　
 

1
0
0
名
 

医
療
福
祉
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
1
6
1
名
 

 

●
 

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　

 
1
6
1
名
 

薬
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
4
名
 

 

●
 

薬
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

1
9
4
名
 

成
田
看
護
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
1
0
8
名
 

　

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
1
0
8
名
 

成
田
保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
2
6
1
名
 

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
9
2
名
 

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

4
3
名
 

 

●
 

言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

4
0
名
 

 

●
 

医
学
検
査
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
8
6
名

小
田
原
保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
　
1
7
3
名
 

 

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

8
7
名
 

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

4
3
名
 

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

4
3
名
 

福
岡
看
護
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
1
0
6
名
 

　

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
1
0
6
名
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
2
4
9
名
 

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
8
1
名
 

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

4
2
名
 

 

●
 

言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

4
2
名
 

 

●
 

医
学
検
査
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
8
4
名

■
大
学
院
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3
3
名
 

修
士
課
程
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6
4
名
 

医
療
福
祉
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
　
 

2
6
3
名
 

 

●
 

保
健
医
療
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
 

1
9
2
名
 

 

●
 

医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
 

4
6
名
 

 

●
 

臨
床
心
理
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
　
 

2
5
名
 

薬
科
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
 
　
　
　
 

　
1
名
 

 

●
 

生
命
薬
科
学
専
攻
　
　
　
　
 
　
　
　
 
　
　

1
名

博
士
課
程
　

合
計
　
　
　
　
　
　
 
　
　
　
6
9
名
 

医
療
福
祉
学
研
究
科
　
　
　
　
 
　
　
　
 

6
8
名
 

 

●
 

保
健
医
療
学
専
攻
　
　
　
　
 
　
　
　
 

6
8
名
 

薬
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
　
 
　
　
　
 

　
1
名
 

 

●
 

医
療
・
生
命
薬
学
専
攻
　
　
 
　
　
　
 
　
　

1
名
 

 

●新入生は初めて聞く校歌『未来への扉』 

●誓いの言葉を述べる宮木絵里香さん（左）と小笠原まなみさん（右） ●学科別懇談会を終え桜のもとで記念撮影 

●会場前では新しい仲間を求めて、 
　部・サークルの勧誘も 
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特
集
2

　
四
月
二
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
「
平
成
二
八
年
度
　

学
部
入
学
式
並

び
に
大
学
院

入
学
式
」
を

行
っ
た
。
 

　
ア
カ
ペ
ラ

サ
ー
ク
ル
に

よ
る
校
歌『
未

来
（
あ
す
）

へ
の
扉
』
の

斉
唱
に
続
き
、

大
友
邦
学
長
、

天
野
隆
弘
大

学
院
長
、
高

木
邦
格
理
事

長
が
式
辞
を

述
べ
た
。
ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
大

田
原
市
長
・
津
久
井
富
雄
様
、
栃
木
県
知

事
代
理
・
保
健
福
祉
部
長
・
近
藤
真
寿
様

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
 

　
こ
れ
を
受
け
て
、
学
部
新
入
生
を
代
表

し
て
小
笠
原
ま
な
み
さ
ん
（
言
語
聴
覚
学

科
）
と
大
学
院
新
入
生
を
代
表
し
て
宮
木

絵
里
香
さ
ん
（
医
療
福
祉
学
研
究
科
 
博

士
課
程
）
が
「
新
入
生
誓
い
の
こ
と
ば
」

を
述
べ
た
。
 

　
最
後
に
、
高
木
理
事
長
か
ら
壇
上
の
教

員
が
一
人

ひ
と
り
紹

介
さ
れ
、

式
は
滞
り

な
く
終
了

し
、
そ
の

後
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、

「
来
賓
懇

親
会
並
び

に
大
学
院

祝
賀
会
」
、

「
学
科
別

懇
談
会
」
、

「
大
学
院

オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ

ン
」
に
臨

ん
だ
。
 

■
入
学
式
 

四
月
四
日
　
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

四
月
五
日
　
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 

四
月
六
日
　
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
 

四
月
七
日
　
塩
谷
看
護
専
門
学
校
 

■
入
社
式
・
辞
令
交
付
式
 

四
月
一
日
　
栃
木
地
区
 

四
月
二
日
　
東
京
・
千
葉
・
小
田
原
・
熱
海
地
区
 

四
月
六
日
　
九
州
地
区
 

 そ
の
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
・
グ
ル
ー
プ
施
設
 

　
四
月
四
日
、
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
「
平

成
二
八
年
度
 

成
田
看
護
学
部
・
成
田
保
健
医

療
学
部
開
学
式
お
よ
び
入
学
式
」
を
行
っ
た
。
 

校
歌
『
未
来
（
あ
す
）
へ
の
扉
』
の
斉
唱
に

続
き
、
高
木
邦
格
理
事
長
、
大
友
邦
学
長
が

式
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
、

成
田
市
長
・
小
泉
一
成
様
、
印
旛
市
郡
医
師

会
会
長
・
遠
山
正
博
様
、
千
葉
県
健
康
福
祉

部
保
健
医
療
担
当
部
長
・
古
元
重
和
様
、
日

本
理
学
療
法
士
協
会
会
長
・
半
田
一
登
様
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
ご
臨
席

い
た
だ
い
た
来
賓
の
方
々
を
紹
介
し
た
。
 

　
こ
れ
を
受
け
て
、

学
部
新
入
生
を
代
表

し
て
前
野
裕
香
さ
ん

（
看
護
学
科
）が「
新

入
生
誓
い
の
こ
と
ば
」

を
述
べ
た
。
 

　
最
後
に
、
高
木
理

事
長
が
壇
上
の
教
育

研
究
活
動
の
中
心
と
な
る
教
員
を
は
じ
め
、
役

職
者
も
紹
介
し
て
式
典
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。
 

　
当
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
模
様
だ
っ

た
が
、
式
典
終
了
後
は
太
陽
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
、

新
入
生
の
門
出
を
祝
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
 

 

●「新入生誓いのことば」を述べる前野裕香さん 

成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
開
学
式
・
 

第
一
回
入
学
式
 

式
辞
（
抜
粋
）
 

祝
辞
（
抜
粋
）
 

小
泉
　

一
成
様
 

成
田
市
長
 

半
田
　

一
登
様
 

日
本
理
学
療
法
士
協
会
 
 

会
長
 

古
元
　

重
和
様
 

千
葉
県
健
康
福
祉
部
 
 

保
健
医
療
担
当
部
長
 遠

山
　

正
博
様
 

印
旛
市
郡
医
師
会
 
 

会
長
 

　
新
入
生
と
保
護
者

の
皆
様
、ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
度
の
ご
多
忙
の

中
お
越
し
い
た
だ
い

た
多
く
の
ご
来
賓
の

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
入
学

さ
れ
た
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
第
一
期
生
は
三
六
九

名
で
、
既
存
キ
ャ
ン
パ
ス
と
大
学
院
を
合
わ
せ

ま
す
と
今
年
度
は
本
学
全
体
で
二
〇
五
九
名
の

新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
昨
年
開
学
二
〇
周
年
を
迎
え
た
本
学
は
、
日

本
初
の
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
と
し
て
戦
後
の

新
設
大
学
の
中
で
屈
指
の
大
学
と
い
う
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
一
九
〇
〇
〇
人
を
超
え

る
卒
業
生
た
ち
の
よ
う
に
、
今
後
は
皆
様
が
日

本
の
医
療
福
祉
を
支
え
る
存
在
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
成
田
な
ら
で
は
の
国
際
性
を
重

視
し
た
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
第
一
期
生
の

皆
様
が
医
療
福
祉
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
め
ざ

し
て
勉
学
に
励
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

　
み
な
さ
ん
は
青
春
真

っ
只
中
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活

に
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

是
非
、密
度
の
濃
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
い
て
、長
く
続
け
て
い
く
職
業

の
基
礎
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、ま
さ
に
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
の
財
産
と
な
る
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、友
達
の
輪
を
構
築
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
た
め
に
我
々
ス
タ
ッ
フ
一
同

は
最
大
限
努
力
し
て
ご
支
援
申
し
上
げ
ま
す
。本
日
、

夢
と
希
望
と
勇
気
を
持
っ
て
、人
生
の
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
と
ご

健
闘
を
祈
念
し
て
、式
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
成
田
市
初
と
な
る

大
学
の
開
学
は
、成

田
市
民
が
心
か
ら
待

ち
望
ん
で
い
た
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
晴
れ
て
第
一
期
生

と
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。こ
の
真
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
す
四

年
間
は
、み
な
さ
ん
の
人
生
に
と
っ
て
、か
け
が
え

の
な
い
時
間
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
が
心
に
描
く
夢
の
実
現
に
向
け
、こ
こ

成
田
市
で
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
、心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

高
木
　

邦
格
理
事
長
 

大
友
　

邦
学
長
 

　
心
豊
か
で
、知
識
・

技
術
に
優
れ
て
、国

際
的
な
心
と
視
野
を

持
っ
て
、
そ
し
て
自

分
た
ち
の「
未
来（
あ

す
）へ
の
扉
」を
開
い

て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
成
田
市
の
み
な
ら
ず
、

印
旛
地
域
の
高
齢
化

の
ス
ピ
ー
ド
は
非
常

に
早
い
一
方
、医
療
ス

タ
ッ
フ
や
施
設
の
数
は

全
国
で
も
下
位
に
あ

る
状
況
で
す
。こ
れ
か
ら
若
い
み
な
さ
ん
が
が
ん

ば
っ
て
、こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て
い
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

　
千
葉
県
の
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
担
う
優
秀

な
人
材
が
集
う
こ
と

で
、
地
域
医
療
の
充

実
は
も
と
よ
り
、
地

域
の
活
性
化
に
も
資

す
る
も
の
と
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。
入
学

さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
は
、
勉
学
に
励
ま
れ
、
将

来
、
本
県
の
保
健
医
療
を
支
え
る
一
員
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
 

（
千
葉
県
知
事
・
森
田
健
作
様
の
祝
辞
を
代
読
）
 



Greet ings Greet ings

国
際
医
療
福
祉
大
学
 

三
田
病
院
　

病
院
長
 

副
大
学
院
長
 

副
大
学
院
長
 

（
九
州
地
区
担
当
）
 

東京大学大学院修了。元医療福祉学部
医療経営管理学科（現：医療福祉・マネ
ジメント学科）学科長。日本医療・病院管
理学会評議員、日本医療経営学会理事。 

筑波大学大学院修了。2001年より保
健医療学部言語聴覚学科教員、前副
学科長。栃木県言語聴覚士会会長、
栃木県障害者施策推進審議会会長。 

杏林大学大学院修了。元健康科
学大学教授。日本理学療法士協
会理事。前小田原保健医療学部
副学部長・理学療法学科長。 

　
医
療
福
祉
学
部
長
を
拝
命
し
ま

し
た
。利
用
者
・
患
者
さ
ん
の
視
点

に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
当
然

の
こ
と
で
す
が
、同
時
に
世
界
的
に

厳
し
い
経
済
情
勢
に
お
い
て
、医
療

福
祉
に
も
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
下
げ
ず

に
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
活
用
し
、

業
務
効
率
の
向
上
に
向
け
た
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。本
学
部
で
は
、「
医
療
」と「
福

祉
」の
一
体
化
の
実
現
を
め
ざ
し
、世
の
中
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、

医
療
福
祉
の
中
心
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。 

　
少
人
数
ゼ
ミ
や
充
実
し
た
実
習
指
導
、手
厚
く
き
め
細
か
い
指
導

体
制
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
さ
せ
、病
気
や
健
康
、患
者
さ
ん
や
利

用
者
の
生
活
の
質
・
気
持
ち
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
一
方
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」を
学
習
し
、利
用
者
に
選
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
能
力

を
有
し
た
人
材
の
育
成
を
、こ
れ
ま
で
以
上
に
実
践
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
こ
の
度
、小
田
原
保
健
医
療
学
部

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。一
九
九
六

年
に
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
保
健
医

療
学
部
理
学
療
法
学
科
の
教
員
と

し
て
赴
任
し
、一八
年
目
を
迎
え
ま
す
。

途
中
、別
の
大
学
に
在
籍
し
た
後
、

二
〇
〇
六
年
に
は
小
田
原
保
健
医

療
学
部
の
開
設
に
関
わ
り
、大
川
・

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
小
田
原
保
健
医
療
学
部
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り

ま
す
。昨
年
度
は
看
護
学
科
の
定
員
が
八
〇
名
に
増
員
と
な
り
ま

し
た
。来
年
度
は
理
学
療
法
学
科
も
八
〇
名
へ
の
増
員
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、四
年
後
に
は
看
護
学
科
・
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法

学
科
合
計
で
約
八
〇
〇
名
規
模
と
な
る
予
定
で
す
。今
年
二
月
に

新
し
い
城
内
校
舎（
体
育
館
・
食
堂
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

が
竣
工
し
、ま
す
ま
す
学
生
生
活
が
充
実
い
た
し
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
副
学
長
お
よ
び
三
田
病
院
病
院
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。国
立
大
学
医
学
部
の
外
科
教
授
と
し
て
臨
床
・
教

育
・
研
究
に
従
事
し
た
経
験
か
ら
、近
年
の
医
療
に
お
い
て

は
多
職
種
が
連
携
を
と
り
、一
体
と
な
っ
て
チ
ー
ム
医
療

を
展
開
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
本
学
は
医
療
福
祉
全
般
に
携
わ
る
人
材
を
育
成
す

る
教
育
機
関
で
あ
り
ま
す
。医
療
の
目
的
で
あ
る「
患

者
さ
ん
の
た
め
＝For the Patients

」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

温
か
な
気
持
ち
と
高
度
医
療
技
術
を
併
せ
持
つ
、優
れ

た
医
療
人
の
育
成
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
本
学
で
育
つ
学
生
や
医
療
人
が
、豊
か
な
感
性
と
優

れ
た
医
療
・
医
学
レ
ベ
ル
を
身
に
つ
け
て
い
け
る
よ
う
が
ん

ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
院
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。当
院
は
先
端
医
療
器
具
を
有
し
た
人
間
ド
ッ
ク
に

加
え
、専
門
医
中
心
の
外
来
、さ
ら
に
血
管
病
セ
ン
タ
ー

や
人
工
透
析
セ
ン
タ
ー
、女
性
医
療
セ
ン
タ
ー
を
有
し
、専

門
性
の
高
い
ス
タ
ッ
フ
が
人
間
ド
ッ
ク
後
の
精
査
、専
門
的

治
療
な
ど
に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

　
山
王
病
院
や
三
田
病
院
な
ど
、同
区
内
の
大
学
附
属
・

関
連
病
院
と
連
携
し
、予
防
医
学
を
含
む
最
新
治
療

を
地
域
の
皆
様
に
ご
提
供
し
な
が
ら
、さ
ら
に
信
頼
さ

れ
る
病
院
と
な
る
よ
う
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
五
月
一
日
よ
り
化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院
の
病

院
長
に
着
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。当
院
の
伝
統

的
な「
至
善
至
愛
」の
理
念
を
引
き
継
ぎ
、患
者
さ
ん
の

立
場
に
立
っ
た「
優
し
い
心
遣
い
」と
し
て
反
映
し
、使
命

感
と
責
任
感
を
持
っ
て
職
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、都
市
型
の
診
療
施
設
と
し
て
地
域
の
病
診
・
病
病

連
携
に
も
一
層
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。 

　
健
康
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、一
般
診
療
や
検
診
か
ら
専
門
医

療
ま
で
、近
隣
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、多
く
の
方
々
が
身
近

に
感
じ
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
病
院
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

千
葉
大
学
卒
。
千
葉
大

学
大
学
院
教
授
、同
大
学

医
学
部
附
属
病
院
長
、同

大
学
副
学
長
を
歴
任
。

第
一
一
二
回
日
本
外
科

学
会
会
長
、日
本
肝
胆
膵

外
科
学
会
理
事
長
。 

宮
崎
 
勝
 

山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
 

セ
ン
タ
ー
　

院
長
 

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

大
学
院
修
了
。
前
東
京
慈

恵
会
医
科
大
学
総
合
健
診
・

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
長
、

同
大
学
大
学
院
教
授
。 

銭
谷
 

幹
男
 

化
学
療
法
研
究
所
 

附
属
病
院
　

病
院
長
 

千
葉
大
学
卒
。
前
千
葉
大
学

大
学
院
医
学
研
究
院
脳
神

経
外
科
学
教
授
。
日
本
脳
神

経
外
科
学
会
専
門
医
。
千
葉

大
学
名
誉
教
授
。 

東
京
大
学
卒
。
前
内
閣
官

房
社
会
保
障
改
革
担
当

室
長
、社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
理
事
長
。
医

療
介
護
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

理
事
長
、国
際
医
療
福
祉

総
合
研
究
所
所
長
。 

佐
伯
 

直
勝
 

中
村
 

秀
一
 

東京大学卒。東芝、東芝メディカル
システムズにて研究開発に従事。
CT開発部長、統括技師長、取締
役上席常務を歴任。 

高
橋
 
泰
 

医
療
福
祉
学
部
長
 

黒
澤
 

和
生
 

小
田
原
 

保
健
医
療
学
部
長
 

保
健
医
療
学
部
 

保
健
医
療
学
部
 

畦
上
 

恭
彦
 

言
語
聴
覚
学
科
長
 

内
藏
 

啓
幸
 

放
射
線
・
情
報
科
学
科
長
 

前保健医療学部言語聴覚学科長。
オレゴン大学を経て東京大学にて医
学博士号取得。人工内耳リハビリに
おける臨床・教育・研究の第一人者。 

元九州大学大学院教授。臨床検
査技師として日本で初めて国立大
学の教授に就任。元千葉大学医
学部附属病院臨床検査技師長。 

城
間
 

将
江
 

成
田
 

保
健
医
療
学
部
 
 

言
語
聴
覚
学
科
長
 

大
澤
 
進
 

成
田
 

保
健
医
療
学
部
 
 

医
学
検
査
学
科
長
 

国際医療福祉大学卒（第一期）。
理学療法士として最年少で博士の
学位取得。前聖隷クリストファー大
学理学療法学科長。 

国際医療福祉大学大学院修了。2003年
より8年間、保健医療学部作業療法学科
の教員を務める。青年海外協力隊でリハ
ビリテーション分野の国際協力活動に貢献。 

　
こ
の
度
、

成
田
保

健
医
療

学
部
理

学
療
法

学
科
長

を
拝
命

い
た
し

ま
し
た
。私
自
身
が
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

の
第
一
期
卒
業
生
で
す
。憧
れ
で
あ
っ
た

母
校
の
教
員
と
し
て
戻
っ
て
来
る
こ
と
が

で
き
、本
学
の
一
員
に
な
れ
た
こ
と
を
誇

り
に
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
後
輩
で
も

あ
る
学
生
た
ち
と
一
緒
に
、全
員
が「
理

学
療
法
の
フ
ロ
ン
ト
・
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」に

な
れ
る
よ
う
、新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
を

築
き
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

西
田
 

裕
介
 

成
田
 

保
健
医
療
学
部
 
 

理
学
療
法
学
科
長
 

河
野
 
眞
 

成
田
 

保
健
医
療
学
部
 
 

作
業
療
法
学
科
長
 

　
二
〇

〇
三
年

か
ら
八
年

間
大
田

原
キ
ャ
ン

パ
ス
で
教

員
と
し
て

勤
務
し

て
お
り
、こ
の
度
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
学
科
長

と
い
う
形
で
本
学
に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
学
の
作
業
療
法
教
育
が
伝
統
的
に
め
ざ

し
て
き
た
核
の
部
分
を
大
切
に
し
つ
つ
、成

田
な
ら
で
は
の
新
た
な
特
色
を
付
け
加
え

る
こ
と
で
、本
学
の
発
展
に
少
し
で
も
寄
与

で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。海
外
で
の
経

験
を
生
か
し
、世
界
で
活
躍
で
き
る
作
業
療

法
士
を
育
成
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
本
学

に
着
任

し
て
二

一
年
目

と
な
り

ま
す
。言

語
聴
覚

士
法
の

制
定
が
一
九
九
七
年
で
、本
学
一
期
生
が

卒
業
時
に
第
一
回
言
語
聴
覚
士
国
家
試

験
を
受
験
で
き
た
時
の
感
激
は
格
別
で
し

た
。今
や
言
語
聴
覚
士
の
輩
出
・
学
位
取

得
者
数
全
国
一
を
誇
る
大
学
と
な
り
、本

学
の
発
展
と
卒
業
生
の
成
長
を
直
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
年
月
で
し
た
。本
年
か
ら

は
成
田
で
言
語
聴
覚
士
の
新
し
い
歴
史
を

担
え
る
人
材
の
養
成
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。 

　
二
〇
一
二
年
四
月
よ
り
、
本

学
大
学
院
の
医
療
福
祉
経
営
学

分
野
の
教
授
と
し
て
社
会
保
障

政
策
の
講
義
を
担
当
し
、
本
年

二
月
一
日
を
も
ち
ま
し
て
副
大

学
院
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
懸
案
で
あ
っ
た
医
学
部
の
設

置
計
画
が
認
め
ら
れ
、
医
療
福

祉
の
人
材
を
養
成
す
る
大
学
と

し
て
、
本
学
は
一
層
の
飛
躍
の

時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
大
学
院
に
つ
い
て
は
二
○
一
八
年
に
赤
坂
キ
ャ
ン

パ
ス
の
開
設
を
予
定
し
て
お
り
、
新
し
い
分
野
・
コ
ー

ス
も
開
設
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
教
育
の
新
た
な
拠
点

と
し
て
大
学
院
教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

病
児
保
育
施
設
や
千
人
規
模
の
ホ
ー
ル
、
外
国
人
の
医

療
相
談
を
受
け
る
窓
口
な
ど
も
設
置
し
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
国
際
交
流
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

九
州
大
学
卒
。
米
国
医
師

免
許
、米
国
内
科
専
門
医
、

米
国
循
環
器
専
門
医
。
元

久
留
米
大
学
医
学
部
主

任
教
授
。 

　
九
州
地
区
の
副
大
学
院
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
医
学
部
の
大
学
院
で
多
く
の

学
位
論
文
を
指
導
し
、医
学
博

士
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
学
で
は
医
師
以
外
の
専
門
職
、

し
か
も
遠
隔
で
の
授
業
と
い
う

こ
と
で
こ
れ
ま
で
と
異
な
っ
た
指

導
と
な
り
ま
す
が
、働
き
な
が
ら

夜
間
や
土
曜
日
に
通
学
し
て
お

ら
れ
る
多
く
の
大
学
院
生
の
熱

意
に
感
銘
を
受
け
て
お
り
ま
す
。 

　
学
生
の
皆
さ
ん
の
知
的
好
奇
心
を
満
た
し
、学
位

取
得
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
で
き
る
限
り
支
援
し
な
が

ら
、多
く
の
方
に
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
大
学

院
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
二
〇

一
六
年
に
、

本
学
と

し
て
は
二

番
目
と

な
る
医

学
検
査

学
科
が

成
田
保
健
医
療
学
部
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
科
は
成
田
国
際
空
港
に
隣
接
し
て
い

る
た
め
、国
際
性
と
先
進
医
療
を
重
視
し

た
臨
床
検
査
技
師
教
育
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、在
学
中
に「
遺
伝
子
分
析
科
学
認

定
士
」と「
日
本
医
用
マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル
学
会

医
用
質
量
分
析
認
定
士
」の
受
験
が
可
能

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、幅
広
く
活
躍

で
き
る
医
療
人
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
保
健

医
療
学

部
言
語

聴
覚
学

科
長
に

就
任
し

ま
し
た
。

二
〇
〇
一

年
に
入
職
し
、歴
代
の
学
科
長
の
も
と
、

言
語
聴
覚
士
の
養
成
教
育
や
地
域
の
保

健
医
療
福
祉
教
育
の
充
実
の
た
め
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。今
後
は
こ
れ
ま
で
築

か
れ
た
良
き
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、人
に
対

す
る
深
い
洞
察
力
を
持
ち
、「
共
に
生
き

る
社
会
」の
構
築
に
貢
献
で
き
る
言
語
聴

覚
士
の
養
成
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
三
〇

年
以
上

に
わ
た
っ

て
医
療

機
器
メ

ー
カ
ー

で
C
T

を
は
じ

め
と
す
る
画
像
診
断
機
器
や
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
医
療
に
貢
献
す

る
製
品
を
作
る
立
場
で
仕
事
を
し
て
き

ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
、そ
こ
で
の
経
験

を
生
か
し
つ
つ
、幅
広
い
最
新
の
知
識
・

技
術
と
豊
か
な
人
間
性
を
あ
わ
せ
持
っ

た
診
療
放
射
線
技
師
の
育
成
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

聖路加看護大学大学院修了。慶
應義塾看護短期大学学科長、慶
應義塾大学学部長を歴任。前聖
隷クリストファー大学看護学部長。 

お茶の水女子大学大学院修了。前日本
作業療法士協会会長、日本作業療法士
連盟会長。本学の初代作業療法学科
長をはじめ、副大学院長や副学長を歴任。 

　
こ
の
度
、五
番
目
の
キ
ャ
ン
パ
ス

と
し
て
四
月
に
開
設
し
た
成
田
キ

ャ
ン
パ
ス
の
成
田
看
護
学
部
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
の
少

子
高
齢
社
会
は
、こ
れ
ま
で
の
生

産
年
齢
人
口
が
多
数
を
占
め
て
い

た
時
代
と
は
大
き
く
異
な
り
、老

い
も
若
き
も
「
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
で
き
る
」自
立
し
た
生
活
力
と
そ
の
計
画
性
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。新
学
部
で
は
、過
去
・
現
在
・
未
来
へ
と
思
索
を
広
め
ま
す
。 

　
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
二
学
部
五
学
科
は
、本
学
の
建
学
の
精
神「
共

に
生
き
る
社
会
」の
実
現
を
め
ざ
し
な
が
ら
、日
本
国
内
の
み
な
ら

ず
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
国
々
と
交
流
を
深
め
、国

際
性
を
持
っ
た
医
療
人
を
育
成
い
た
し
ま
す
。 

　
第
一
期
生
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、新
時
代
の
専
門
職
に
期
待
さ

れ
る
役
割
を
強
く
自
覚
さ
せ
、学
生
た
ち
が
世
界
へ
飛
躍
す
る
準
備

に
青
春
の
力
を
注
げ
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
二
〇
一
六
年
四
月
開
設
の
成
田

保
健
医
療
学
部
学
部
長
と
し
て
着

任
い
た
し
ま
し
た
。京
成
本
線「
公

津
の
杜
」駅
に
隣
接
す
る
成
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
校
舎
は
駅
前
に
堂
々
と
聳

え
立
ち
、電
車
か
ら
降
り
て
校
舎
に

入
る
ま
で
五
分
も
か
か
ら
な
い
近
さ

で
す
。二
〇
一
七
年
度
に
は
看
護
学

部
・
保
健
医
療
学
部
と
、現
在
設
置
認
可
申
請
中
の
医
学
部
の
学
生

が
、「
公
津
の
杜
」に
溢
れ
る
予
定
で
す
。こ
れ
ら
三
学
部
の
建
物
は
物

理
的
に
は
近
い
距
離
に
あ
り
ま
す
が
、ソ
フ
ト
面
で
ど
の
程
度
の
柔
ら
か

な
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
か
が
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
本
学
の
教
育
理
念
の
一
つ
で
あ
る「
国
際

性
」を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
や
国
の
文
化
や

人
々
が
行
き
交
う
環
境
で
、地
域
住
民
の
知
恵
を
大
切
に
し
、地
域
特

性
に
応
じ
て
必
要
と
さ
れ
る
役
割
が
担
え
る
よ
う
、多
様
性
へ
の
対
応

力
を
鍛
え
て
い
く
所
存
で
す
。 

山
下
 

香
枝
子
 

成
田
看
護
学
部
長
 

杉
原
 

素
子
 

成
田
 

保
健
医
療
学
部
長
 

副
学
長
 

今
泉
 

勉
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▼  

広報誌 IUHW 105 号 
発行：学校法人 国際医療福祉大学 

◯c 国際医療福祉大学2016 　Printed in Japan　禁無断転載・複写 

http://www.iuhw.ac.jp/

学べる！役立つ！究める！動画サイト。医療・福祉・介護のエキスパートのあなたへ 

http://www.ch774.com

http://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/index.html

●理学療法分野　 
リハ評価指標 温故知新－臨床力レベルアップ－ 

●介護・福祉分野 
自立支援型ケアマネジメント・ 
自立支援介護 

●リハビリテーション 
　共通分野　 
立位・歩行を考える：移動障害 
への対応を 
目指して 

●厚生労働省情報　 
障害保健福祉関係主管課長会議(3月8日開催) ※無料配信 
全国介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議(3月7日開催) ※無料配信 

●医療・福祉・経営実務　 
社会保障の政策形成の最前線２ 
保健医療福祉政策論２ 

●乃木坂スクール 
保険者マネジメントセミナー 

●情報BOX　 
納得！カラダ事典(健康に役立つ情報を専門医が 
わかりやすくお教えします) 

●大学授業・副教材　 
死生学～死を通して考える、雑談と傾聴～話す力と訊く力、国際医療福祉論、世界遺産と国際文化政策、医学／医療史、メディカルマナー入門、 
健康科学理論、リスクマネジメント論、音声障害学、ＰＴ動作分析論、生理光学、公衆衛生看護活動、産業看護の基礎、視能訓練学、他 

お問い合わせは 

主な配信番組 

詳細は大学院ホームページに掲載予定です。 

主な 
配信番組 

フリーダイヤル　0120-870-774　医療福祉eチャンネル お客さま係（月曜～金曜 9:00～17:00） 
Eメール info@iryoufukushi.com　〒107-0062 東京都港区南青山1-3-3 青山一丁目タワー4階 

好評配信中 

TOPICS

IUHグループ職員・学生向け動画配信サイト 「国際医療福祉大学VODライブラリー」http://www.ch774.com/student.php

医療福祉専門職として活躍中の卒業生のみなさん、 
大学院でさらなるレベルアップをめざしませんか!  
本学卒業生は入学金が免除となります。 
本学グループ職員対象の奨学金制度もあります。 

本学はキャリアアップをめざす医療福祉職の方々を支援するため、大学院進学をはじめとするさまざまな学習の場を提供しています。 

学内推薦入試・ 
入学金免除・奨学金制度あり 

IUHW Graduate School Information

国際医療福祉大学大学院の課程編成 

大学院入試に関するお問い合せは入試事務室まで（TEL：0287‐24‐3200） 

「働きながら大学院で学びたい」 
社会人が学びやすい3つの特長 

臨床検査学分野を新設 

2017年度 入学生募集 

生 涯学習 の ご 案 内  

大学院 

大田原、成田、東京青山、小田原、熱海、福岡、大川に 
7つのキャンパスを開設しています。 

医療福祉学研究科 

薬科学研究科 薬学研究科 

保健医療学専攻 医療福祉経営専攻 

臨床心理学専攻 

●看護学分野  
●特定行為看護師養成分野 
　（旧ナースプラクティショナー養成分野）  
●助産学分野  
●理学療法学分野  
●作業療法学分野  
●言語聴覚分野  
●視機能療法学分野  
●福祉支援工学分野  
●リハビリテーション学分野  
●放射線・情報科学分野  
●生殖補助医療胚培養分野 
●医療福祉教育・管理分野 
●臨床検査学分野 

生命薬科学専攻 
●生命薬学分野  
●医療薬学分野 

保健医療学専攻 
●看護学分野  
●助産学分野  
●理学療法学分野  
●作業療法学分野  
●言語聴覚分野  
●視機能療法学分野  
●福祉支援工学分野  
●リハビリテーション学 
　分野  
●放射線・情報科学分野  
●生殖補助医療胚培養分野  
●臨床検査学分野 
●医療福祉経営学分野  
●診療情報管理・ 
　分析学分野  
●医療福祉国際協力学 
　分野  
●先進的ケア・ネットワーク  
　開発研究分野  
●医療福祉学分野  
●医療福祉ジャーナリズム  
　分野  
●医療福祉心理学分野 

●医療経営管理分野  

●診療情報アナリスト養成分野 

●医療福祉国際協力学分野  

●先進的ケア・ネットワーク  

　開発研究分野  

●医療福祉学分野  

●医療福祉ジャーナリズム 

　分野 

修士課程 

（本学卒業生及び卒業見込者対象） 

修士課程 

医療・生命薬学専攻 

博士課程（4年制） 

博士課程 

①キャンパス 

多くの授業を平日の夕方以降と土曜日の昼間に 
行っています。 ②カリキュラム 

複数のキャンパスでリアルタイムに受講できます。 
質問やディスカッションといった同時双方向の 
コミュニケーションが可能です。 

③同時双方向 
　遠隔授業 

大学院保健医療学専攻では、本年度より臨床検査学分野を新たに開設しま
した。臨床検査技術の高度化に伴い、より安全で質の高い医療を提供する
研究者の育成をめざします。 

　
一
月
二
九
日
か
ら
二
週
間
、大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

二
五
人
、小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
四
人
の
学
生
が
、Ｔ
Ａ

Ｆ
Ｅ（
語
学
学
校
）と
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
に
分
か
れ
て
、

研
修
を
実
施
し
た
。 

　
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
で
は
、午
前
は
主
にG

riffith 
E
nglish

 L
anguage Institute

で
英
語
講

義
に
よ
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
文
化
、

環
境
、医
療

関
連
表
現

な
ど
を
学
び
、

午
後
は
ゴ
ー

ル
ド
コ
ー
ス

ト
大
学
病
院
、高
齢
者
ケ
ア
施
設
、グ
リ
フ
ィ
ス
大

学
の
看
護
学
科
、薬
学
科
な
ど
を
見
学
し
た
。本

研
修
は
英
語
の
研
修
が
主
で
あ
る
が
、こ
う
し
た
施

設
の
見
学
、学
科
体
験
に
よ
り
医
療
福
祉
現
場
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、座
学
で
は
実
感
で
き
な
い
貴

重
な
体
験
が
で
き
た
。ま
た
、グ
リ
フ
ィ
ス
大
生
と
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
人
々
と
交
流
を
図
っ
た
。 

　
今
後
は
各
分
野
の
学
習
は
も
ち
ろ
ん
、英
語
学

習
を
継
続
し
て
、国
際
貢
献
の
で
き
る
医
療
人
を

め
ざ
し
て
ほ
し
い
。 
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一
〇
日
間
の
研
修
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
医
療
、福

祉
の
現
状
は
も
ち
ろ
ん
、街
並
み
や
そ
こ
に
住
む
人
々
、

気
候
や
生
活
の
違
い
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
、充

実
し
た
内
容
だ
っ
た
。 

　
ナ
ン
ヤ
ン
ポ
リ
テ
ク
ニッ
ク
の
先
生
方
の
ご
指
導
の

も
と
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
医
療
、福
祉
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
の
講
義
を
受
け
、病
院
や
福
祉
施
設
を
見
学
し

た
。Enabled Village

で
見
学
し
た
装
置
に
は
、障

害
を
持
つ
人
が
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
使
い
、最
終

的
に
は
職
に
就
く
こ

と
を
目
標
と
し
た
画

期
的
な
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
。日
本
は

医
療
水
準
が
高
く
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

分
野
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
開
発
が
さ
れ
て
い

る
と
思
っ
て
い
た
が
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
見
た

技
術
は
私
の
知
ら
な

い
発
見
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。 

　
今
回
の
研
修
で
は
、異
な
る
国
の
文
化
や
医
療
制

度
を
知
る
こ
と
で
、自
分
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
。ま
た
、同
じ
医
療
職
を
め
ざ
す
学

生
と
の
国
境
を
超
え
た
繋
が
り
は
、一
生
の
宝
物
と

な
る
だ
ろ
う
。今
回
の
経
験
を
今
後
の
学
習
に
役

立
て
て
い
き
た
い
。 

　
四
か
国
、七
グ
ル
ー
プ
で
実
施
し
た
。
参
加
者

数
は
、学
生
一
一
四
人
、教
職
員
一
一
人
。
そ
の

う
ち
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ

の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
 

　
私
た
ち
が
訪
れ
た
通
称「
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
村
」と
呼

ば
れ
て
い
る
施
設
に
は
、約
一
四
〇
人
の
患
者
さ

ん
が
生
活
し
て
い
た
。衛
生
状
態
が
良
い
と
は
言

い
難
い
環
境
で
生
活
し
て
い
た
。こ
こ
に
い
た
ら
、

多
く
の
場
合
家
族
は
会
い
に
来
な
い
。来
た
と
し
て

も
、患
者
の
子
が
ど
ん
な
に
幼
く
て
も
家
族
が
泊

ま
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。火
葬
場
が
あ
り
、骨
で

作
っ
た
ア
ー
ト
作
品

が
置
か
れ
て
い
た
。

展
示
用
に
男
性
、女

性
、レ
デ
ィ
ー
ボ
ー
イ
、

幼
い
少
年
の
ミ
イ
ラ

が
置
か
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
家
族
に
送

っ
た
が
返
さ
れ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
骨
が
数
多
く
積
ま
れ
て
い
た
。 

　
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
対
す
る
偏
見
は
確
実
に
存
在
す
る
。

面
会
に
ほ
と
ん
ど
来
な
い
、骨
を
送
り
返
す
と
い

う
こ
と
を
聞
い
て
世
間
だ
け
で
な
く
患
者
さ
ん
の

家
族
に
さ
え
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

実
感
し
た
。し
か
し
、

こ
の
施
設
に
一
般

の
人
が
訪
れ
、患

者
さ
ん
と
触
れ
合

う
機
会
を
通
し
て
、

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す

る
理
解
が
少
し
で

も
広
ま
り
、そ
れ

を
誰
か
に
伝
え
る

こ
と
で
偏
見
は
少

し
ず
つ
軽
減
し
て

い
く
と
感
じ
た
。

ま
た
、何
よ
り
医

療
従
事
者
が
知
識

を
さ
ら
に
習
得
し

正
し
い
知
識
を
広

め
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
あ
る
と
強

く
感
じ
た
。 

●ナンヤンポリテクニックの方 と々 

●Vincent先生による英語講義 

●骨で作った作品 ●昼食の配膳を行う患者さん ●患者さんが療養している部屋 

　
一
月
二
九
日
か
ら
二
週
間
、大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
言

語
聴
覚
学
科
二
名
、小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
看
護
学
科

五
名
の
学
生
が
、タ
イ
で
研
修
を
行
っ
た
。医
療
施
設

見
学
と
医
療
事
情
講
義
な
ど
の
ほ
か
、市
内
視
察

を
含
め
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
の
教
職
員
の
皆
様
に
全

面
的
協
力
と
親
切
丁
寧
な
応
対
を
い
た
だ
い
た
。 

　
バ
ン
コ
ク
国
際
病
院
は
、タ
イ
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

先
駆
的
な
役
割
を
担
い
、最
高
水
準
の
医
療
と
サ

ー
ビ
ス
提
供
し
て
い
る
が
、外
国
人
を
含
む
患
者
さ

ん
受
け
入
れ
に
必
要
な
設
備
、制
度
、サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
は
き
め
細
か
い
接
遇
研
修
に
あ
る
と
い
う
。

例
え
ば
、患
者
さ
ん
に
話
し
か
け
る
と
き
に
は
ひ
ざ

を
折
り
上
か
ら
見
下
ろ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す

る
、方
向
を
示
す
と
き
に
は
人
差
し
指
を
使
わ
ず

に
全
指
を
ま
っ
す
ぐ
揃
え
手
の
ひ
ら
を
見
せ
て
指

示
す
る
な
ど
は
、医
療
従
事
者
に
と
っ
て
必
須
の
訓

練
と
の
こ
と
で
あ
る
。礼
節
を
重
ん
じ
る
タ
イ
に
お

い
て
、医
療
の
根
底
に
あ
る
他
者
へ
の
配
慮
と
は
何

か
を
改
め
て
学
ん
だ
研
修
で
あ
っ
た
。 

タ
イ
の
最
先
端
医
療
と
患
者
へ
の
配
慮
 

Phrabat Nam
phu HIV/AIDS

寺
院
を 

見
学
し
て
学
ん
だ
こ
と 

タ
イ
 

冬
季
海
外
保
健
福
祉
事
情
 

多
く
の
発
見
と
出
会
い
に
感
謝
 

保
健
医
療
学
部
 
放
射
線
・
情
報
科
学
科
 

二
年
　
西
野
 

真
理
子
 

小
田
原
保
健
医
療
学
部
 
看
護
学
科
 

二
年
　
鈴
木
 

風
香
 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
語
学
教
育
部
 

講
師
　
佐
藤
 

寛
子
 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
 

貴
重
な
体
験
を
今
後
の
糧
に
 

薬
学
科
 
准
教
授
　
清
水
 

貴
壽
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

The Overseas Tra ining




